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主な内容　p2-5地球温暖化防止　p6-11入札制度改革、小野川探
検隊、子育てイベント、介護予防教室、就学時健康診断、幼稚園入園
児募集　p13うまいもん　p14-15稲敷バラエティー　など

表紙　7月20日の江戸崎祇園祭、
約230人による江戸崎のまつり
踊りが商店街を練り歩きました。
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ストップ！地球温暖化
一人ひとりの努力で大切な地球を

地
球
は
太
陽
か
ら
の
熱
で
暖
め
ら
れ
ま
す
。暖
め
ら
れ
た
地
球
か
ら
も

熱
が
放
射
さ
れ
ま
す
。大
気
に
含
ま
れ
る
二
酸
化
炭
素
（
以
下
CO2
）
な
ど

の
温
室
効
果
ガ
ス
は
、
こ
の
熱
を
吸
収
し
、
再
び
地
表
に
戻
し
て
い
ま

す
。そ
の
バ
ラ
ン
ス
に
よ
り
、
地
球
の
平
均
気
温
は
15
℃
と
人
間
を
は

じ
め
生
物
の
生
存
に
適
し
た
環
境
に
保
た
れ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
…
…
。1⓼
世
紀
の
産
業
革
命
を
皮
切
り
に
化
石
燃
料
の
使
用

量
が
増
加
し
、
CO2
濃
度
が
急
速
に
上
昇
し
ま
し
た
。約
２
８
０
Ｐ
Ｐ
Ｍ

で
安
定
し
て
い
た
CO2
濃
度
は
２
０
０
０
年
に
は
約
３
７
０
Ｐ
Ｐ
Ｍ
に
達

し
て
い
ま
す
。こ
の
事
が
大
気
や
地
表
に
留
ま
る
熱
を
多
く
し
、
地
球

の
温
度
を
上
昇
さ
せ
て
い
る
の
で
す
。

1800年頃の地球

現在の地球

熱
の
放
出

熱を吸収

太
陽
か
ら
の
光

熱

熱
の
放
出

熱を吸収

太
陽
か
ら
の
光

熱
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気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ

ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
第
三
次
評
価

報
告
書
（
２
０
０
１
年
）
に
よ
る

と
、
20
世
紀
の
１
０
０
年
間
に

地
球
の
平
均
気
温
は
約
０
・
６

℃
、
平
均
海
水
面
が
10
〜
20
㎝

上
昇
し
た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
２
１
０
０
年
ま
で
に

平
均
気
温
で
１
・
４
〜
５
・
８

℃
、
平
均
海
水
面
が
氷
河
の
融

解
な
ど
に
よ
り
９
〜
88
㎝
上
昇

す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。こ
れ

に
よ
り
洪
水
や
干
ば
つ
な
ど
の

異
常
気
象
や
感
染
症
の
拡
大
な

ど
が
予
想
さ
れ
、
ま
た
、
気
温

や
海
流
の
変
化
か
ら
自
然
生
態

系
が
崩
れ
る
事
や
、
降
水
量
の

変
化
、
病
害
虫
の
発
生
な
ど
に

よ
り
農
作
物
へ
の
多
大
な
影
響

に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

２
０
０
２
年
度
に
お
け
る
県
内

の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
は
４

９
１
７
万
ｔ
（
CO2
換
算
）で
あ
り
、

京
都
議
定
書
の
規
定
に
よ
る
基

準
年
（
１
９
９
０
年
）
の
排
出
量

（
５
０
３
０
万
ｔ
）と
比
べ
、
２
・

３
％
減
少
し
て
い
ま
す
。し
か

し
、
こ
の
ま
ま
対
策
を
講
じ
な

い
と
県
内
の
温
室
効
果
ガ
ス
総

排
出
量
は
５
３
７
８
万
ｔ
で
基

準
年
の
６
・
９
％
増
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
の
対
策
と
し
て
、

２
０
１
０
年
度
に
お
け
る
県
内

の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
排

出
源
対
策
、
森
林
吸
収
源
対
策

に
よ
り
、
基
準
年
比
４
・
６
％

削
減
（
２
０
０
２
年
度
比
２
・
４

％
削
減
）
を
目
指
し
ま
す
。具
体

的
な
部
門
別
の
削
減
目
標
と
し

て
は
、
２
０
０
２
年
度
か
ら
比

べ
、
産
業
部
門
で
は
１
・
１
％

増
に
抑
え
、運
輸
部
門
で
は
８・

５
％
減
、
業
務
部
門
で
は
15
％

減
、
家
庭
部
門
で
も
15
％
の
減

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

※
こ
こ
で
は
「
温
室
効
果
ガ
ス
＝

二
酸
化
炭
素
（
CO2
）」
と
捉
え
て
い

ま
す
。こ
れ
は
CO2

が
２
０
０
２
年

度
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
96
・

７
％
と
大
部
分
を
占
め
て
い
る
た

め
で
す
。こ
の
他
に
も
量
は
少
な

い
も
の
の
京
都
議
定
書
に
お
け
る

排
出
量
削
減
対
象
と
な
っ
て
い
る

物
質
と
し
て
は
、メ
タ
ン（
CH4
）、一

酸
化
二
窒
素
（
N2O
）、
ハ
イ
ド
ロ
フ

ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
類
（

HFCs
）、
パ
ー

フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
類
（

PFCs
）、
六

フ
ッ
化
硫
黄（
SF6
）が
あ
り
ま
す
。

２
０
１
０
年
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を

フ
ッ
化
硫
黄（
SF
）が
あ
り
ま
す
。

12.6
％

69.8
％

 5.8
％

 6.5
％

 5.3
％

37.5
％

21.0
％

15.8
％

13.3
％

12.4
％

外円
茨城県／ 2002年
4,756.2（万 t）

内円
全国／ 2002年
12.5（億 t）

■産業部門
■運輸部門
■業務系部門
■家庭系部門
■その他

■
茨
城
県
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
と
将
来
の

　
削
減
目
標

2002年度におけるCO2排出量の構成について、全国
と部門別の構成比をみてみると、産業部門が全国の約
４割に比べ茨城県は７割と多い事が特徴です。
　また、茨城県のCO2排出量は、全国の3.8％に相当
します。（全国に対し茨城県の占める割合は人口で2.3％、面

積では1.6％）

茨城県と全国のCO２排出量の構成

℃
、
平
均
海
水
面
が
氷
河
の
融

分野 予想される影響

気象現象への影響 洪水や干ばつの増大

人の健康への影響 熱中症患者等の増加、マラリア等の感染症の拡大

自然生態系への影響 一部の動植物の絶滅、生態系の移動

農業への影響 多くの地域で穀物生産量が減少

水資源への影響 水不足の地域の多くで、さらに水資源の減少

市場への影響 農林水産物中心の開発途上国で大きな経済損失



広報稲敷 平成19年9月号　4

み
ん
な
で
具
体
的
な
取
り
組
み
を

■
事
業
者
の
取
り
組
み

事
業
者
が
関
わ
る
部
分
（
産
業

部
門
、運
輸
部
門
、民
生
業
務
部
門

な
ど
）の
排
出
量
は
、２
０
０
２

年
度
現
在
、
CO2

排
出
量
約
４
３

０
０
万
ｔ
と
、
県
の
合
計
排
出

量
の
９
割
近
く
を
占
め
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
県
の
削
減
目
標

を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
事
業

者
の
担
う
役
割
は
極
め
て
重
要

で
す
。

　
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
て
、

事
業
者
の
方
々
が
日
常
の
事
業

活
動
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
抑
制
や
、
環
境
面
か
ら
の

事
業
の
点
検
・
評
価
を
行
う
体

制
の
整
備
、
県
民
や
行
政
と
連

携
し
た
環
境
保
全
・
創
造
に
向

け
た
取
り
組
み
を
積
極
的
に
行

っ
て
い
く
事
が
必
要
で
す
。

　
次
の
６
つ
が
、
事
業
所
共
通

の
取
り
組
み
と
し
て
あ
げ
ら
れ

ま
す
。

▽
省
資
源
の
推
進

▽
代
替
フ
ロ
ン
等
の
排
出
抑
制

の
推
進

▽
吸
収
源
対
策
（
事
業
所
内
の

緑
化
）の
推
進

▽
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
・
自
主
的
取
組
の
推
進

▽
環
境
に
配
慮
し
た
グ
リ
ー
ン

購
入
の
推
進

▽
環
境
学
習
・
環
境
保
全
活
動

の
推
進

　
こ
の
他
に
も
業
種
に
よ
っ
て

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
や
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
の
推
進
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
お
勤
め
の
事
業
所

は
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す

か
？

直売所浮島
お店の看板にもなっている
風力発電の風車。風速4m
で発電を始め、直売所の中
の電気として使用します。
東京電力と契約し、電気の
不足分は買い余った時には
売却しています。7か月半
の総発電量は2,090kwh 。
風車の下には現在の発電量
が表示されます。

江戸崎共栄工業株式会社
ISO14001を2000年に取得。排水処理など環境保全に力
を入れています。温暖化防止の面では、場内の緑地化活動
をはじめ、グリーン法適用の材料や事務用品を使用してい
ます。昨年を基準に2009年までに電気、水、重油の3％削
減にむけて取り組みを行っています。

クールビズとウォームビズ
温室効果ガス削減のために、夏のエアコンの温度設定を28℃
に。そんなオフィスで快適に過ごすため、平成17年夏にスター
トしたのが「COOL BIZ（クールビズ）」です。今後、クールビズ
を「夏の常識」としていくためには、さらに幅広い方々にクール
ビズを実践していただく必要があります。ご自身のオフィスの
みならず、地球温暖化防止の取組を共に進めていただけるビジ
ネスパートナーの皆さんにも、「クールビズでお越しください」
と呼びかけていきましょう。
　また、暖房時のオフィスの室温を20℃にすることも呼びかけ
ています。 “寒い時は着る” “過度に暖房機器に頼らない” そんな
原点に立ち返る、それが「WARM BIZ（ウォームビズ）」です。日本
では、年間の暖房日数の方が冷房日数よりも多く、気温と室温
との差が大きいため、冷暖房兼用エアコン1台あたりでは、暖
房の設定温度を下げるほうが、冷房の設定温度を上げるよりも
削減効果が高いといえます。クールビズ同様にウォームビズも
積極的に取り入れていきましょう。

市役所では
稲敷市でも生活環境課が中心となり各課で温暖化防
止に努めています。夏場の服装ではクールビズの施
行、照明をはじめとする電気のこまめな電源ｏｆｆ、用
紙類の再生紙使用などが行われています。2005年
を基準に2010年までに電気、ガソリン、水をそれ
ぞれ5％、コピー用紙は10％の削減を目標に取り組
みを行っています。
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■
家
庭・地
域
で
の
取
り
組
み

家
庭
か
ら
の
排
出
量
は
、
２
０

１
０
年
度
に
お
い
て
約
３
２
６

万
ｔ
と
、
基
準
年
よ
り
20
％
以

上
増
加
す
る
事
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
、
自
ら
の
日

常
生
活
と
環
境
の
関
わ
り
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
見
直
し
、
温
暖
化
対

策
の
実
践
者
と
し
て
エ
コ
ラ
イ

フ
の
実
践
や
環
境
保
全
活
動
へ

の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。具

体
的
な
活
動
と
し
て
は
次
の
よ

う
な
事
で
大
き
な
成
果
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

▽
太
陽
光
発
電
、
太
陽
熱
温
水

器
な
ど
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

導
入

▽
新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
の
際
に

は
壁
の
断
熱
化
な
ど
に
よ
り

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
住
宅
へ

▽
イ
ン
バ
ー
タ
ー
式
蛍
光
灯
や

電
球
型
蛍
光
灯
な
ど
省
エ
ネ

機
器
へ
買
い
替
え

▽
庭
や
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
で
の
緑

化
や
、
地
域
に
お
け
る
美
化

活
動
や
エ
コ
ラ
イ
フ
運
動
に

参
加

●
冷
房
の
温
度
を
1
℃
高
く
、
暖
房

の
温
度
を
1
℃
低
く
設
定
す
る

カ
ー
テ
ン
や
ク
ー
ル
ビ
ズ
や
ウ
ォ
ー

ム
ビ
ズ
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
冷

暖
房
機
に
頼
ら
な
い
で
過
ご
し
ま

す
。冷
暖
房
を
始
め
る
時
期
も
少
し

遅
ら
せ
ま
す
。

　
削
約
33
㎏　
節
約
１
８
０
０
円

●
駐
車
や
長
時
間
停
車
す
る
時
は
、車

の
エ
ン
ジ
ン
を
切
る

大
気
汚
染
物
質
の
排
出
削
減
に
も
寄

与
し
ま
す
。

次
の
よ
う
な
、
ち
ょ
っ
と
し
た
心
使
い
も
温
暖
化
防
止
に
つ
な
が
り
、
し
い
て

は
家
計
に
も
優
し
い
生
活
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。ま
ず
は
、
で
き
る
も
の
か
ら

始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。（
削
＝
年
間
の
CO2
の
削
減
量
／
節
＝
年
間
の
節
約
金
額
）

　
削
約
39
㎏　
節
約
１

９
０
０
円

●
待
機
電
力
を
50
％
削

減
す
る

主
電
源
を
切
り
ま
し
ょ

う
。長
時
間
使
わ
な
い

時
は
、
コ
ン
セ
ン
ト
を

抜
き
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

家
電
製
品
の
買
い
替
え

の
際
に
は
待
機
電
力
の

少
な
い
モ
ノ
を
選
ぶ
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

削
約
60
㎏　

節
約

３
４
０
０
円

幸田勝夫さん（新利根新宿）
32年前に家を新築した際
に太陽熱温水器を導入。現
在は2代目。冬場でもガス
代が半分で済み、夏場の晴
れた日は65℃にもなるとの
こと。この温水器で1日分の
お風呂のお湯がまかなえま
す。今後は太陽熱発電にも
挑戦してみたいと、思案中
です。

花見会（手賀組新田地区）
同地区の集落センター隣に花壇が完成し、きれいな花を
咲かせました。これは地元に結成された「花見会」の皆さ
んによるもの。補助事業を利用し作られた花壇で毎日花
の世話をしている花見会の皆さんは「地区内にきれいな
花をいつまでも」と汗をかいています。

●
シ
ャ
ワ
ー
を
1
日
1
分
家
族
全
員

が
減
ら
す

身
体
を
洗
っ
て
い
る
間
、
お
湯
を
流

し
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
削
約
69
㎏　
節
約
７
１
０
０
円

●
風
呂
の
残
り
湯
を
洗
濯
な
ど
に
再

利
用
す
る

洗
濯
や
庭
の
水
や
り
の
他
、
ト
イ
レ

の
水
に
使
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

　
削
約
７
㎏　
節
約
４
２
０
０
円

●
家
族
が
同
じ
部
屋
で
団
ら
ん
し
、

暖
房
と
照
明
の
利
用
を
2
割
減
ら
す

家
族
が
別
々
の
部
屋
で
過
ご
す
と
、

暖
房
も
照
明
も
余
計
に
消
費
し
ま

す
。

　
削
約
２
３
８
㎏　
節
約
１
万
４
０

０
円

●
買
い
物
袋
を
持
ち
歩
き
、
省
包
装

の
食
品
を
選
ぶ

ト
レ
ー
や
ラ
ッ
プ
は
家
に
帰
れ
ば
、

す
ぐ
ゴ
ミ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

買
い
物
袋
を
持
ち
歩
け
ば
レ
ジ
袋
を

減
ら
せ
ま
す
。

　
削
約
58
㎏　
節 

資
源
節
約

　　　　　　　　　　　　　９月までの猛暑の時期、電力の供給力が不足するおそれがあります。次のご協力をお願いします。
▶節電にご協力をお願いします。今回の特集「温暖化防止対策」と同様にエアコンを28℃を目安に設定したり、不要な照明の消灯、
未使用時の電源off 、またエレベーターの運転台数の整理などにもご協力をお願いします。
▶需給調整契約へのご加入のご協力をお願いします。平日の午後1時から4時の間、「生産ラインの稼働を一部停止する」などによ
る負荷抑制をしていただく需給調整契約へご加入をお願いします。　●財団法人省エネルギーセンター HPhttp://www.eccj.or.jp/

■東京電力からのお願い



広報稲敷 平成19年9月号　6

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
結
果

　
市
の
投
票
率
は
52
・
42
％

　
各
候
補
や
政
党
な
ど
県
全
体

の
結
果
は
県
選
管
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

当
日
有
権
者
数

３
万
９
７
７
７
人（
男
＝
１
万
９

６
８
７
人
、
女
＝
２
万
０
０
９
０

人
）

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票

が
７
月
29
日
、
市
内
34
か
所
の

投
票
所
で
行
わ
れ
、
即
日
開
票

さ
れ
ま
し
た
。

　
国
政
が
注
目
さ
れ
る
な
か
の

選
挙
で
し
た
が
、
市
の
投
票
率

は
52
・
42
％
で
し
た
。

一
般
競
争
入
札
枠
を
拡
大

　
４
０
０
０
万
円
以
上
の
公
共
工
事

入
札
を
実
施
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
公
共
工
事
は
、

土
木
一
式
、
建
築
一
式
、
電
気

設
備
、建
設
設
備
と
な
り
ま
す
。

●
稲
敷
市
管
財
課
（
江
戸
崎
庁

舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２

０
０
０（
内
線
２
７
０
３
）

市
で
は
、
９
月
１
日
か
ら
入
札

制
度
の
改
正
を
行
い
ま
す
。こ

れ
は
、
入
札
契
約
の
よ
り
一
層

の
公
正
性
、
透
明
性
の
向
上
、

競
争
性
の
確
保
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
よ
り
対
象
額
の
引

き
下
げ
を
行
い
、
４
０
０
０
万

円
以
上
の
公
共
工
事
を
対
象
と

し
て
、
事
後
審
査
型
一
般
競
争

投
票
状
況

２
万
０
８
５
３
人
／
52
・
42
％

●
茨
城
県
選
挙
管
理
委
員
会

HPhttp://w
w

w
.pref.

ibaraki.jp/senkan/
index2.htm

l

●
稲
敷
市
選
挙
管
理
委
員
会

（
総
務
課
内
／
江
戸
崎
庁
舎
）☎
０

２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０

（
内
線
２
２
０
９
）

宝
く
じ
助
成
事
業
の
活
用

　
神
輿
と
山
車
の
改
築平

成
18
年
度
に
助
成
を
受
け
て

改
築
さ
れ
た
、
神
輿（
江
戸
崎
神

輿
保
存
会
・
写
真
上
）と
山
車（
大

宿
町
・
写
真
下
）が
き
れ
い
に
な

り
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。

（
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

宝
く
じ
の
収
益
金
を
地
域
の
発

展
に
活
か
そ
う
と
、
助
成
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
行
わ
れ
た
祇
園
祭
で
は

●
稲
敷
市
企
画
課
（
江
戸
崎
庁

舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２

０
０
０（
内
線
２
６
０
３
）

家庭の粗大ごみ収集
東地区で実施
9月24日（月）と30日（日）

雨天決行

▽搬入時間：午前９時〜正午／午後１時〜4時
▽場所：あずま生涯学習センター
詳細は、4月下旬配布のチラシをごらんください。
●稲敷市生活環境課（桜川庁舎）tel.029-892-2000

（内線4400）
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年
金
を
受
け
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　
こ
ん
な
時
に
は
、こ
ん
な
手
続
き
を

年
金
は
、
希
望
し
た
金
融
機
関

や
郵
便
局
で
支
払
わ
れ
ま
す
。

住
所
や
金
融
機
関
、
郵
便
局
を

変
更
す
る
と
き
は
、「
年
金
受

給
権
者
住
所
・
支
払
機
関
変
更

届
」
を
社
会
保
険
事
務
所
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
支
払
機
関
を
銀
行
な
ど
の
金

融
機
関
に
変
更
す
る
と
き
は
、

そ
の
金
融
機
関
で
預
金
通
帳
の

番
号
に
つ
い
て
証
明
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。ま
た
、
郵
便
局
の

振
替
に
変
更
す
る
と
き
は
、
郵

便
局
で
郵
便
振
替
口
座
の
口
座

番
号
に
つ
い
て
の
証
明
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

　
住
所
が
変
わ
る
と
き
は
、
社

会
保
険
事
務
所
な
ど
へ
届
け
を

提
出
す
る
と
と
も
に
、
旧
住
所

の
郵
便
局
に
も
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。

年
金
証
書
を

な
く
し
た
と
き
な
ど

「
年
金
証
書
」を
汚
し
た
り
、
紛

失
し
た
と
き
は
、「
年
金
証
書

誕
生
月
が
来
た
と
き

社
会
保
険
庁
で
は
、
住
民
基
本

台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し

て
、
受
給
者
の
現
況
確
認
を
行

っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
毎
年

提
出
が
必
要
で
あ
っ
た
現
況
届

の
提
出
は
不
要
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
場
合
は
届
け

出
が
必
要
で
す
。

①
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
た
現
況
確
認
が

行
え
な
い
方
は「
現
況
届
」

②
加
給
年
金
額
を
受
け
ら
れ
て

い
る
場
合
は
「
生
計
維
持
確

認
届
」

③
障
害
の
程
度
の
確
認
の
た
め

に
「
診
断
書
」
の
提
出
が
必

要
な
と
き

※
提
出
が
必
要
な
届
け
出
は
、

社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら

受
給
者
の
方
々
へ
送
付
さ
れ
ま

す
。

住
所
や
年
金
の
受
け
取
り

場
所
を
変
え
る
と
き

再
交
付
申
請
書
」
を
社
会
保
険

事
務
所
に
提
出
し
て
、
証
書
の

再
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
年
金
証
書
は
、
年
金
を
受
け

る
権
利
の
あ
る
こ
と
を
証
明
す

る
も
の
で
す
。届
け
出
や
年
金

相
談
の
と
き
に
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
ま
し

ょ
う
。

氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き

結
婚
や
養
子
縁
組
な
ど
に
よ
り

氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、「
年

金
受
給
権
者
氏
名
変
更
届
」
を

社
会
保
険
事
務
所
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
そ
の
際
、
変
更
届
の
証
明
欄

に
、
市
町
村
の
証
明
を
受
け
る

か
、
ま
た
は
戸
籍
抄
本
か
住
民

票
を
添
付
し
、
必
ず
年
金
証
書

を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
土
浦
社
会
保
険
事
務
所
☎
０

２
９
︲
８
２
４
︲
７
１
２
１

☆

●
稲
敷
市
保
険
課
年
金
係
（
桜

川
庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
４
６
０
９
）

小
野
川
探
検
隊
の
参
加
者
募
集

　
霞
ヶ
浦
の
水
質
浄
化
を
考
え
よ
う
！

市
で
は
、「
第
１
回
小
野
川
探

検
隊
交
流
」
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。小
池
城
址
公
園（
阿
見

町
）
で
の
自
然
観
察
や
、
近
く

の
牧
場
見
学
を
行
い
ま
す
。

　
霞
ヶ
浦
の
水
質
浄
化
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

▽
日
時
：
10
月
13
日
（
土
）
／

集
合
＝
午
前
８
時
30
分
／
解
散

＝
午
後
３
時
30
分
（
予
定
）
／

小
雨
決
行　
▽
集

合
場
所
：
江
戸
崎

体
育
館
前
（
バ
ス

で
送
迎
）　

▽
対

象
：
市
内
在
住
の

小
学
４
年
生
以
上

の
方
／
定
員
：
30

名　
▽
申
込
：
10

月
３
日（
水
）ま
で

に
生
活
環
境
課
環

境
係
へ
電
話
で
申

し
込
む
か
、
フ
ァ

ッ
ク
ス
で
必
要
事

項（
①
住
所　
②
名

前　

③
年
齢
（
学

年
）　

④
電
話
番

号
）
を
明
記
し
て
申
し
込
む　

▽
参
加
費
：
１
０
０
円
（
保
険
料
、

資
料
代
）　

▽
持
ち
物
：
弁
当
、

飲
み
物
、筆
記
用
具
、帽
子
、タ

オ
ル

●
稲
敷
市
生
活
環
境
課
環
境
係

（
桜
川
庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９

２
︲
２
０
０
０
（
内
線
４
４
０

５
）
fax
０
２
９
︲
８
９
４
︲
２

９
１
１
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ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の
駆
除

　
見
つ
け
た
ら
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

注
意
事
項

次
の
事
項
は
、
市
で
駆
除
作
業

を
行
い
ま
せ
ん
。

①
駆
除
対
象
以
外
の
、
ア
シ
ナ

ガ
バ
チ
、
ミ
ツ
バ
チ
な
ど
の

駆
除
（
自
分
で
駆
除
す
る
か
、

自
己
負
担
で
害
虫
駆
除
業
者
に

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
）

②
ハ
チ
が
部
屋
で
飛
ん
で
い
る

市
で
は
、
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
に

限
り
駆
除
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
や
ミ
ツ
バ
チ
な

ど
の
、
ス
ズ
メ
バ
チ
以
外
の
蜂

に
つ
い
て
は
、
ご
自
分
で
駆
除

を
す
る
か
、
自
己
負
担
で
害
虫

駆
除
業
者
に
依
頼
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
は
、
ボ
ー

な
ど
、
巣
の
確
認
が
出
来
な

い
も
の

③
巣
を
探
し
出
す
作
業

④
危
険
で
特
殊
な
場
所
な
ど
。

例
＝
高
所
、
エ
ア
コ
ン
室
外

機
の
中
、
他
人
の
家（
所
有
者

か
ら
の
依
頼
が
必
要
）

●
稲
敷
市
生
活
環
境
課
（
桜
川

庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０（
内
線
４
４
０
５
）

ル
状
で
し
ま
模
様
が
あ
り
、

出
入
り
の
穴
が
１
つ
、
直

径
20
㎝
か
ら
30
㎝
、
側
面

に
１
個
の
出
入
口
が
あ
り

巣
は
主
に
低
木
の
広
葉
樹

の
中
に
作
ら
れ
ま
す
が
、

土
中
、
切
り
株
、
人
家
の

軒
下
に
も
作
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　
ハ
チ
が
人
を
襲
う
の
は

常
に
巣
に
対
す
る
防
衛
で

す
。人
に
危
害
を
及
ぼ
さ

な
い
場
所
に
作
っ
た
巣
は
、

環
境
保
護
の
観
点
か
ら
そ

っ
と
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。

緊
急
地
震
速
報

　
10
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

ま
す
。

　
た
だ
し
、
速
報
か
ら
揺
れ
が

始
ま
る
ま
で
、
長
い
場
合
で
も

数
十
秒
程
度
。震
源
に
近
い
と

こ
ろ
で
は
間
に
合
わ
な
い
と
い

う
技
術
的
な
限
界
が
あ
り
ま
す
。

●
水
戸
地
方
気
象
台
防
災
業
務

課
☎
０
２
９
︲
２
２
４
︲
１
１

０
６

気
象
庁
で
は
、
10
月
１
日
か
ら

「
緊
急
地
震
速
報
」を
行
い
ま
す
。

　
地
震
を
検
知
す
る
と
、
直
ち

に
震
源
や
地
震
の
規
模
（
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
）
な
ど
を
推
定
し
、

大
き
な
揺
れ
が
迫
っ
て
い
る
こ

と
を
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど

で
知
ら
せ
ま
す
。こ
の
速
報
で

防
災
行
動
を
と
る
こ
と
に
よ
り

地
震
被
害
の
軽
減
が
期
待
さ
れ

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル

　
解
体
に
は
県
の
登
録
が
必
要
で
す

許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
無
登
録
、
無
許
可
で
廃
車
の

引
き
取
り
、
解
体
な
ど
を
行
っ

た
場
合
は
、
罰
則
が
科
せ
ら
れ

ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
茨
城
県
廃
棄
物
対
策
課
☎
０

２
９
︲
３
０
１
︲
３
０
２
９

●
稲
敷
市
生
活
環
境
課
（
桜
川

庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０（
内
線
４
４
０
５
）

廃
車
か
ら
出
る
資
源
の
リ
サ
イ

ク
ル
を
進
め
る
た
め
、
平
成
17

年
１
月
か
ら
自
動
車
リ
サ
イ
ク

ル
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。こ

れ
に
よ
り
、
廃
車
の
引
き
取
り

や
、
フ
ロ
ン
ガ
ス
の
回
収
を
行

う
方
は
県
へ
の
登
録
が
必
要
と

な
り
ま
す
。ま
た
、
廃
車
か
ら

の
部
品
取
り
行
為
な
ど
解
体
や

破
砕
を
行
う
場
合
は
県
知
事
の

市
敬
老
会
を
開
催

　
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
す

以
上
の
方
（
昭
和
８
年
３
月
31
日

以
前
生
ま
れ
の
方
）　
▽
公
演
出

演
者（
予
定
）
：
三
船
和
子
、
ダ

テ
ユ
ウ
タ
、奈
良
海
津
子

●
稲
敷
市
高
齢
福
祉
課
高
齢
福

祉
係
（
新
利
根
庁
舎
）
☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線

３
２
５
５
／
３
２
５
６
）

市
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
社
会

に
貢
献
し
た
お
年
寄
り
の
長
寿

を
お
祝
い
す
る
た
め
、
敬
老
会

を
開
催
し
ま
す
。市
内
在
住
の

75
歳
以
上
の
方
を
ご
招
待
し
て
、

歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
で
長
年
の
労

を
ね
ぎ
ら
い
ま
す
。

▽
日
時
：
９
月
16
日（
日
）午
前

10
時
30
分
〜　
▽
場
所
：
江
戸

崎
体
育
館　
▽
招
待
者
：
75
歳
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子
育
て
イ
ベ
ン
ト
開
催

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
あ
い
ア
イ
」

お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

保
健
師
や
保
育
士
と
一
緒
に
、

お
子
さ
ま
に
つ
い
て
お
し
ゃ
べ

り
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▽
日
時
：
９
月
19
日（
水
）午
前

10
時
〜
正
午　
▽
場
所
：
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー「
あ
い
ア
イ
」

▽
対
象
：
１
歳
〜
２
歳
ま
で
の

子
ど
も
と
保
護
者
の
方
／
定
員

15
組
（
先
着
順
）　
▽
申
込
：
9

月
14
日（
金
）ま
で

ち
び
っ
こ
運
動
会

ち
び
っ
こ
運
動
会
に
参
加
し
ま

せ
ん
か
？
ハ
イ
ハ
イ
の
赤
ち
ゃ

ん
か
ら
パ
パ
、
マ
マ
ま
で
楽
し

め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　
ご
家
族
み
ん
な
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▽
日
時
：
10
月
13
日（
土
）午
前

10
時
〜
正
午　
▽
場
所
：
新
利

根
体
育
館
（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

と
な
り
）　

▽
対
象
：
就
園
前

ま
で
の
子
ど
も
と
保
護
者
／
定

員
70
組
（
先
着
順
）　
▽
申
込
：

10
月
５
日（
金
）ま
で

●
稲
敷
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
「
あ
い
ア
イ
」（
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
内
）
☎
／
fax
０
２
９
７

︲
８
７
︲
７
０
７
０
（
受
付
：

月
〜
金
曜
／
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分（
祝
日
を
除
く
））

介
護
予
防
教
室

　
「
お
い
し
く
食
べ
て
イ
キ
イ
キ
生
活
」

好
会
に
よ
る
手
品
も
行
わ
れ
ま

す
。

▽
日
時
：
10
月
20
日（
土
）午
前

10
時
〜
午
後
１
時
30
分　
▽
場

所
：
い
こ
い
の
プ
ラ
ザ　
▽
定

員
：
１
０
０
名　
▽
参
加
料
：

２
０
０
円（
昼
食
希
望
の
方
の
み
）

▽
申
込
：
10
月
１
日（
月
）〜
12

日（
金
）ま
で
に
い
こ
い
の
プ
ラ

ザ
へ
電
話
で
申
し
込
む
。※
送

市
で
は
介
護
予
防
教
室
を
開
催

し
ま
す
。講
師
に
管
理
栄
養
士

の
根
本
偉
代
氏
を
迎
え
、「
お

い
し
く
食
べ
て
イ
キ
イ
キ
生

活
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
会

を
行
い
ま
す
。昼
食
は
管
理
栄

養
士
が
考
え
た
季
節
の
ヘ
ル
シ

ー
メ
ニ
ュ
ー
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
江
戸
崎
マ
ジ
ッ
ク
同

迎
を
希
望
す
る
方
は
申
し
出
く

だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
い
こ
い
の
プ
ラ
ザ
☎

０
２
９
７
︲
６
３
︲
１
０
０
４

／
稲
敷
市
太
田
１
０
０
２
番
地

児
童
虐
待
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
！

　
児
童
委
員
か
ら
の
お
願
い
で
す

多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
児
童
虐

待
に
よ
っ
て
傷
つ
き
、
成
長
・

発
達
が
妨
げ
ら
れ
、
著
し
い
場

合
は
尊
い
命
さ
え
奪
わ
れ
て
い

ま
す
。虐
待
は
き
わ
め
て
重
大

な
人
権
侵
害
で
す
。

　
あ
な
た
の
近
く
に
虐
待
を
受

け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
子
ど
も

は
い
ま
せ
ん
か
。

　
「
お
か
し
い
」「
何
か
変
だ
」

と
気
づ
か
れ
た
ら
、
ど
ん
な
些

細
な
こ
と
で
も
私
た
ち
に
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。プ
ラ
イ
バ
シ

ー
は
必
ず
守
り
ま
す
。

　
私
た
ち
児
童
委
員
（
主
任
児

童
委
員
）
は
市
の
家
庭
児
童
相

談
室
や
県
の
児
童
相
談
所
な
ど

と
協
力
し
て
、
児
童
虐
待
の
予

防
や
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
（
状
況

や
様
子
の
変
化
）に
気
づ
い
て
く

だ
さ
い
。

　
児
童
虐
待
を
な
く
す
た
め
に
、

地
域
の
方
々
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
児
童
委
員
（
主
任
児
童
委
員
）

は
、民
生
委
員
で
す
。

●
ご
相
談
・
連
絡
等
は
各
地
区

の
民
生
委
員
児
童
委
員
ま
た
は

市
家
庭
児
童
相
談
室
（
市
児
童

福
祉
課
内
）
☎
０
２
９
７
︲
８

７
︲
３
２
４
７
（
内
線
３
９
１

１
）ま
で
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森
林
の
立
木
を
伐
採
す
る
に
は

　
事
前
に
届
け
出
が
必
要
で
す

届
出
方
法

森
林
の
所
有
者
や
木
を
買
い
受

け
た
方
な
ど
伐
採
の
権
限
を
持

つ
方
が
、
伐
採
を
始
め
る
90
日

か
ら
30
日
前
ま
で
に
農
政
課
へ

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
農
政
課（
東
庁
舎
）☎

０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０

（
内
線
５
２
０
３
）

立
木
を
伐
採
す
る
と
き
は
、
事

前
に
「
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造

林
の
届
出
書
」
を
提
出
す
る
こ

と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。こ
れ
は
、
森
林
の
伐

採
や
、
伐
採
後
の
造
林
が
市
の

森
林
整
備
計
画
に
そ
っ
て
適
切

に
行
わ
れ
、
豊
か
な
森
林
を
作

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
届
け
出

し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

お
子
さ
ん
が
被
害
に
！

　
架
空
請
求
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

ル
ト
サ
イ
ト
に
接
続
し
、
登
録

料
な
ど
を
請
求
さ
れ
る
ケ
ー
ス

が
多
発
し
て
い
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
に
は

も
し
、
お
子
さ
ん
が
契
約
を
し

た
と
し
て
も
、
未
成
年
の
契
約

は
取
り
消
し
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
危
険
な
サ
イ
ト
に
接

続
で
き
な
い
よ
う
フ
ィ
ル
タ
リ

携
帯
電
話
、パ
ソ
コ
ン

に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル

小
学
生
の
子
ど
も
が
携
帯
電
話

を
持
つ
時
代
で
す
。携
帯
電
話

を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

様
々
な
契
約
が
簡
単
に
で
き
て

し
ま
い
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
も
同
じ
で
す
が
、

興
味
半
分
で
出
会
い
系
や
ア
ダ

ン
グ
機
能
を
設
定
さ
れ
る
よ
う

お
勧
め
し
ま
す
。

　
も
し
怪
し
い
請
求
が
来
た
場

合
、
相
手
に
問
い
合
わ
せ
た
り
、

お
金
を
振
り
込
ん
だ
り
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
稲
敷
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
東
庁
舎
内
）
▽
相
談
日
：
月
、

水
、
金
曜
日
／
午
前
９
時
30
分

〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
午
後
４

時
30
分　
▽
連
絡
先
：
☎
０
２

９
９
︲
７
８
︲
３
１
１
５

完
了
検
査
制
度

　
安
全
な
建
物
の
証
で
す

工
事
完
了
時
に
「
完
了
検
査
申

請
書
」
を
「
茨
城
県
県
南
地
方

総
合
事
務
所
建
築
指
導
課
」
ま

た
は
「
指
定
確
認
検
査
機
関
」

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
完
了
検
査
の
結
果
、
基
準
に

適
合
し
て
い
れ
ば「
検
査
済
証
」

が
発
行
さ
れ
ま
す
。

　
「
検
査
済
証
」
は
建
築
物
の

安
全
性
等
が
確
認
さ
れ
た
適
合

建
築
確
認
を
受
け
た
建
築
物
が

完
成
し
た
際
に
は
、
建
築
基
準

法
で
完
了
検
査
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。建
築
物
の
強
度

や
避
難
等
の
基
本
的
な
性
能
が
、

建
築
基
準
法
に
よ
る
関
係
規
定

に
適
合
し
て
い
る
か
を
、
法
定

の
機
関
が
現
地
で
検
査
す
る
も

の
で
す
。

　

検
査
を
受
け
る
た
め
に
は
、

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
屋
外
広
告
物
制
度

　
美
し
い
ま
ち
は
、適
正
な
表
示
か
ら

屋
外
広
告
物
と
は
、
常
時
ま
た

は
一
定
の
期
間
、
継
続
し
て
屋

外
で
公
衆
に
表
示
さ
れ
る
看
板
、

立
看
板
、は
り
紙
、は
り
札
、広

告
板
を
い
い
ま
す
。

　
屋
外
広
告
物
を
表
示
す
る
と

き
は
、
景
観
の
配
慮
や
、
公
衆

へ
の
危
害
を
防
止
す
る
た
め
、

原
則
と
し
て
市
町
村
長
の
許
可

が
必
要
で
す
。

●
稲
敷
市
都
市
計
画
課
（
東
庁

舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２

０
０
０（
内
線
５
７
０
０
）

建
築
物
の
証
し
で
す
。ま
た
、

「
検
査
済
証
」
が
発
行
さ
れ
ま

し
た
ら
大
切
に
保
存
し
て
く
だ

さ
い
。建
築
物
の
売
買
や
融
資

を
受
け
る
際
に
必
要
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
茨
城
県
県
南
地
方
総
合
事
務

所
建
築
指
導
課
☎
０
２
９
︲
８

２
２
︲
８
５
１
９
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就
学
時
健
康
診
断

　
来
年
小
学
校
へ
入
学
す
る
お
子
さ
ん
へ

育
課
（
新
利
根
庁
舎
）
☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線

３
６
０
２
）

市
教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
度

（
平
成
20
年
度
）
の
小
学
校
入
学

児
を
対
象
に
就
学
時
健
康
診
断

を
行
い
ま
す
。

　
対
象
の
家
庭
に
は
、
通
知
を江戸崎小学校 10月26日（金）

君賀小学校 10月31日（水）

沼里小学校 10月15日（月）

鳩崎小学校 10月22日（月）

高田小学校 10月12日（金）

根本小学校 10月25日（木）

柴崎小学校 10月29日（月）

太田小学校 10月18日（木）

就学時健康診断日程
阿波小学校 10月4日（木）

浮島小学校 10月23日（火）

古渡小学校 10月5日（金）

あずま南小学校 10月2日（火）

あずま東小学校 10月10日（水）

新東小学校 10月1日（月）

あずま北小学校 10月3日（水）

あずま西小学校 10月19日（金）

９
月
下
旬
に
送

り
ま
す
の
で
、

該
当
の
小
学
校

で
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
10
月

１
日
以
降
に
市

へ
転
入
さ
れ
た

方
や
、
市
外
へ

転
出
予
定
の
方

は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

▽
該
当
者
：
来

年
小
学
校
に
入

学
す
る
お
子
さ

ん（
平
成
13
年
４

月
２
日
〜
14
年

４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
）

●
稲
敷
市
教
育

委
員
会
学
校
教

市
立
幼
稚
園
の
入
園
児
募
集

　
来
年
度
の
募
集
案
内③

３
年
保
育（
３
歳
児
）＝

平
成
16
年
４
月
２
日
〜

17
年
４
月
１
日
生
ま
れ

※
江
戸
崎
幼
稚
園
は
１
・

２
年
保
育
の
み

※
集
団
生
活
す
る
に
あ
た

り
介
助
を
必
要
と
す
る
幼

児
は
、
保
護
者
の
付
き
添

い
を
お
願
い
し
ま
す

●
稲
敷
市
教
育
委
員
会
学

校
教
育
課
（
新
利
根
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２

０
０
０（
内
線
３
６
０
２
）

市
教
育
委
員
会
で
は
、
各
市
立

幼
稚
園
の
平
成
20
年
度
入
園
児

を
募
集
し
ま
す
。

申
込
方
法

入
園
申
請
書
（
各
幼
稚
園
、
学
校

教
育
課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
有

り
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

10
月
10
日（
水
）〜
19
日（
金
）（
※

平
日
の
み
）
に
各
幼
稚
園
へ
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。面
接
後
、

入
園
者
を
決
定
し
ま
す
。

※
募
集
案
内
と
入
園
申
請
書
の

対
象
者
へ
の
個
別
通
知
は
行
い

ま
せ
ん

※
申
込
者
が
多
数
と
な
っ
た
場

合
は
公
開
で
抽
選

入
園
資
格

稲
敷
市
内
在
住
者
の
幼
児

①
１
年
保
育（
５
歳
児
）＝
平
成

14
年
４
月
２
日
〜
15
年
４
月

１
日
生
ま
れ

②
２
年
保
育（
４
歳
児
）＝
平
成

15
年
４
月
２
日
〜
16
年
４
月

１
日
生
ま
れ

園名	 住所	 電話	 通園範囲
江戸崎幼稚園 稲敷市江戸崎甲2740番地2 029-892-2829 江戸崎、君賀、沼里、鳩崎、高田小学校区
新利根幼稚園 稲敷市上根本3301番地 0297-87-3177 根本、柴崎、太田小学校区
桜川幼稚園 稲敷市古渡305番地 029-894-2013 阿波、浮島、古渡小学校区
みのり幼稚園 稲敷市結佐2534番地8 0299-78-2116 あずま南、あずま東、新東小学校区
ゆたか幼稚園 稲敷市福田1169番地 0299-79-1416 あずま北、あずま西小学校区

市立幼稚園一覧
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委
員

市
の
文
化
財
保
護
活
動

　
文
化
財
保
護
指
導
員
が
巡
視

 

（
神
宮
寺
）、神
宮
寺
城
址
、阿
波

崎
城
址
な
ど

県
登
録
の
埋
蔵
文
化
財

寺
田
原
山
遺
跡
、
東
大
沼
古
墳

群
、神
屋
遺
跡
、別
府
台
遺
跡
、

内
原
遺
跡
、
寺
内
遺
跡
、
吹
上

貝
塚
、
権
現
塚
古
墳
群
、
椎
塚

貝
塚
、
町
山
穴
か
ま
ど
跡
、
尾

島
貝
塚
、浮
島
城
跡
な
ど

●
茨
城
県
教
育
庁
文
化
課
文
化

財
担
当
☎
０
２
９
︲
３
０
１
︲

５
４
５
３

●
稲
敷
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館

文
化
財
担
当
☎
０
２
９
９
︲
７

９
︲
３
２
１
１

文
化
財
は
、
地
域
の
歴
史
や
文

化
の
成
り
立
ち
を
理
解
す
る
う

え
で
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

私
た
ち
の
貴
重
な
財
産
で
、
将

来
の
文
化
の
向
上
、
発
展
の
基

礎
を
な
す
も
の
で
す
。

　
市
内
に
は
国
、
県
、
市
指
定

の
文
化
財
や
遺
跡
な
ど
多
く
の

歴
史
的
財
産
が
所
在
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
県
や
市
で
は
こ
れ
ら

の
貴
重
な
文
化
財
を
保
護
す
る

た
め
に
文
化
財
保
護
指
導
員
を

置
き
、
委
員
に
よ
る
文
化
財
の

巡
視
を
年
３
回
行
っ
て
い
ま
す
。

巡
視
の
際
に
は
、
文
化
財
や
遺

跡
に
つ
い
て
お
尋
ね
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
。

市
内
の
文
化
財

国
指
定
文
化
財

平
井
家
住
宅
（
写
真
）、
横
利
根

閘
門
、広
畑
貝
塚

県
指
定
文
化
財

逢
善
寺
本
堂
、
逢
善
寺
書
院
・

庫
裡
、
逢
善
寺
仁
王
門
、
厨
子

農
業
委
員
が
代
わ
り
ま
し
た

　
新
し
い
方
々
を
紹
介
し
ま
す

会
長

会
長
代
理

７
月
25
日
に
行
わ
れ
た
農
業
委

員
会
の
総
会
で
、
新
し
い
会
長

と
会
長
代
理
が
就
任
し
ま
し
た
。

ま
た
議
会
推
薦
の
新
し
い
農
業

委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。そ
の

方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
稲
敷
市
農
業
委
員
会
事
務
局

（
東
庁
舎
）
☎
０
２
９
９
︲
７
８

︲
３
３
８
４（
直
通
）

加納 昭
結佐166番地

吉岡一仁
上根本3482

高塚英男
浮島3186番地

社
会
教
育
指
導
員
募
集

　
生
涯
学
習
活
動
を
推
進
し
ま
す

与
：
月
額
10
万
８
３
０
０
円　

▽
募
集
：
５
人　

▽
応
募
資

格
：
①
社
会
教
育
（
生
涯
学
習
）

に
識
見
が
あ
り
、
専
門
的
な
指

導
技
術
を
有
す
る
方　
②
65
歳

未
満
の
健
康
な
方
で
、
誰
と
で

も
活
動
を
共
に
で
き
る
方　
③

創
造
性
が
豊
か
で
、
企
画
力
、

実
行
力
に
富
み
、
市
民
か
ら
信

頼
さ
れ
て
い
る
方　
④
パ
ソ
コ

市
教
育
委
員
会
で
は
社
会
教
育

指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。社
会

教
育
（
生
涯
学
習
）
活
動
で
の
、

指
導
、相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▽
期
間
：
平
成
20
年
４
月
１
日

〜
平
成
21
年
３
月
31
日　
▽
形

態
：
非
常
勤
で
週
３
日
程
度　

▽
内
容
：
社
会
教
育
に
係
る
学

級
、
講
座
な
ど
の
計
画
立
案
や

学
習
相
談
な
ど
の
事
務　
▽
給

ン
の
技
術
を
有
す
る
方　
▽
応

募
：
９
月
28
日（
金
）ま
で
に
生

涯
学
習
課
へ
履
歴
書
と
作
文
を

提
出

●
稲
敷
市
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
（
新
利
根
庁
舎
）
☎
０
２
９

７
︲
８
７
︲
３
４
３
９（
直
通
）
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神宮寺の巨峰

栽
培
の
始
ま
り

神
宮
寺
周
辺
は
、
降
水
量
が
少

な
く
果
樹
の
栽
培
に
適
し
た
土

地
で
す
。昭
和
30
年
代
、
地
区

内
に
ゴ
ル
フ
場
が
オ
ー
プ
ン
し
、

お
土
産
に
な
る
特
産
品
を
育
て

よ
う
と
い
う
こ
と
で
巨
峰
の
植

栽
が
始
ま
り
ま
し
た
。

神
宮
寺
の
巨
峰

神
宮
寺
の
巨
峰
の
特
徴
は
、
そ

の
糖
度
の
高
さ
。他
の
産
地
と

比
べ
て
糖
度
が
高
く
、
香
り
が

豊
で
す
。一
つ
ひ
と
つ
袋
が
け

さ
れ
て
丁
寧
に
育
て
ら
れ
ま
す
。

　
巨
峰
に
は
身
体
に
吸
収
さ
れ

や
す
い
ブ
ド
ウ
糖
な
ど
の
糖
質

が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
疲
労

プレゼント
桜川巨峰組合から読者の方15名に
「神宮寺の巨峰（1kg）」をプレゼン
ト！どんどんご応募ください。

▽応募方法：はがきに必要事項①お
題「あなたの好きな秋の味覚」②郵
便番号　③住所　④氏名　⑤年齢　
⑥電話番号を書いてご応募ください
▽応募先：〒300-0595 ／広報稲
敷「うまいもんプレゼント⑨」係　
▽締切：9月19日（水）必着　▽注
意：応募は一人1通／本人以外の応
募は無効／当選者には通知

わ
が
故
郷
の
味
、

　
　
発
見
の
旅
へ　
26
回

桜川巨峰組合の皆さん。秋本精一さん（写真中段左）の畑におじゃましました

たわわに実ったみずみずしい巨峰。つ
ぶが黒いものほどおいしいですよ

回
復
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。ま

た
、
ク
エ
ン
酸
を
は
じ
め
、
ビ

タ
ミ
ン
B1
、
B2
、
Ｃ
や
カ
ル
シ

ウ
ム
、
鉄
な
ど
が
多
く
含
ま
れ

て
い
て
、
優
れ
た
栄
養
補
給
食

品
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
皮
に
は
ポ
リ
フ
ェ
ノ

ー
ル
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
お
り

抗
酸
化
作
用
が
あ
る
と
言
わ
れ

ま
す
。

ご
購
入
は
？

沿
道
の
各
直
売
所
で
、
８
月
上

旬
か
ら
10
月
上
旬
ま
で
販
売
。

巨
峰
が
中
心
で
、
ピ
オ
ー
ネ
、

カ
イ
ジ
な
ど
約
12
品
種
を
１
kg

８
０
０
円
〜
１
３
０
０
円
で
販

売
し
て
い
ま
す
。巨
峰
は
、
９

月
上
旬
頃
が
食
べ
頃
で
す
。

ぶどう（ヒムロット）の摘み取り作業で
す。一つひとつていねいに収穫します

引換：秋本ぶどう園
電話：tel.029-894-2923
住所：稲敷市神宮寺553番地
営業：午前10時〜午後5時
定休：なし（期間中）

写真は秋本ぶどう園の直売所。この他、
沿道の直売所で販売しています

コンビニ

土浦 CC
秋本ぶどう園

わらび園

ネスレ

神宮寺
125
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根本幸子さん（伊佐部）と、愛犬のプ
ティ（トイプードル／メス／ 4歳）。「シ
ャンプー、カットなど犬のトリミン
グは自分でやっていますよ。」
●掲載希望の方は生活環境課まで

夏
場
は
飲
水
を

　
こ
ま
め
に
交
換
！

選手とファンとの
キャッチボール⑩

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
入
っ
て
野
球

を
再
開
し
ま
し
た
。本
当
は
教

師
に
な
る
為
に
勉
強
し
な
き
ゃ

い
け
な
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
ね

（
笑
）。今
で
も
先
生
に
な
り
た

い
っ
て
い
う
夢
も
あ
り
ま
す
。

Q
GG
に
入
っ
て
…
…

GG
に
は
元
プ
ロ
の
選
手
、
コ
ー

チ
が
い
て
、
そ
の
選
手
と
一
緒

に
練
習
し
て
、
プ
レ
ー
や
指
導

を
見
ら
れ
る
だ
け
で
も
大
変
勉

強
に
な
る
ん
で
す
。自
分
も
い

ず
れ
指
導
者
に
な
り
た
い
で
す

し
、
そ
う
い
う
意
味
で
も
色
々

な
事
を
学
べ
て
い
る
の
で
日
々

勉
強
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Q
９
月
の
ク
ラ
ブ
選
手
権

全
国
大
会
は
ど
こ
に
勝
っ
て
も

お
か
し
く
な
い
し
、
ど
こ
に
負

け
て
も
お
か
し
く
な
い
。優
勝

し
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す

し
、
優
勝
し
な
き
ゃ
い
け
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
稲
敷
市
民
に
一
言

実
は
、
３
年
目
に
入
る
と
き
に

辞
め
よ
う
か
と
も
思
っ
た
ん
で

す
。で
も
、
ず
っ
と
地
元
の
人

が
生
活
面
で
色
々
と
支
え
に
な

っ
て
い
て
く
だ
さ
っ
た
の
で

…
…
。本
当
に
そ
れ
が
な
か
っ

た
ら
今
は
や
っ
て
い
な
か
っ
た

で
す
ね
。地
元
の
人
に
は
本
当

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。恩
返
し

で
き
て
い
な
い
の
で
、
野
球
で

恩
返
し
し
て
い
き
た
い
で
す
。

Q
や
め
た
野
球
の
再
開

大
学
生
の
時
に
高
校
の
先
生
に

な
り
た
く
て
、
母
校
の
野
球
部

の
監
督
を
し
て
い
た
ん
で
す

よ
。そ
れ
で
、
一
時
辞
め
て
い

た
野
球
を
自
分
も
や
り
た
く
な

っ
し
ま
っ
て
、
大
学
卒
業
後
に

久
く
保
ぼ
田
た
昌
まさ
倫
みち
選手

▽内野手
▽背番号52
▽1981年2月6日生
▽出身：大阪府
▽経歴：大阪府立牧

野高校→京都フル
カウンツ

の
予
算
編
成
に
お
き
ま
し
て
、

経
常
的
経
費
に
対
す
る
一
般
財

源
の
10
％
削
減
等
を
実
施
し
ま

し
た
。予
算
総
額
で
５
％
に
は

及
ば
な
か
っ
た
も
の
の
、
対
前

年
度
比
４
・
８
％
の
減
額
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
事
業
の
必
要

性
・
合
理
性
・
緊
急
性
な
ど
を

基
本
に
事
業
の
優
先
的
選
択
、

ま
た
、
事
務
事
業
の
合
理
化
や

人
件
費
な
ど
経
常
的
経
費
の
抑

制
を
推
進
し
、
平
成
23
年
度
ま

で
に
15
億
円
の
歳
出
削
減
目
標

を
、
市
の
総
合
計
画
に
お
い
て

定
め
て
お
り
ま
す
。

▪
市
民
か
ら
の
ご
意
見

人
口
減
少
の
折
、
市
の
予
算
に

つ
い
て
前
年
比
５
％
の
削
減
を

提
案
し
ま
す
。

▪
市
長
か
ら
の
回
答

ご
提
言
の
と
お
り
、
市
民
と
行

政
の
役
割
や
責
任
の
分
担
を
基

本
と
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
適

正
化
や
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
健
全
な
自
治
体
運
営
を
推
進

し
て
い
く
た
め
に
は
、
徹
底
し

た
見
直
し
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
平
成
19
年
度

市
長
へ
の
手
紙
か
ら（
抜
粋
）

市
民
の
声
に

　
　
答
え
ま
す
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稲敷バラエティー

Cささ身チーズ春巻き
材料（４人分）▷鶏ささ身40g ▷プロセスチーズ
80g ▷生しいたけ２枚▷長ねぎ40g ▷酒大1/2
▷ごま油小１▷片栗粉大1/2▷春巻きの皮４枚
▷小麦粉大1/2▷水大1/2▷揚げ油適量▷トマ
ト120g ▷ブロッコリー 120g ▷塩小1/5▷こ
しょう少々
作り方
1ささ身は薄切りにして塩・こしょうをふり、チ
ーズは５mm 角の棒状に切る。しいたけは薄切り、
ねぎは縦半分にし、斜め薄切りにする。
21に酒・ごま油・片栗粉を混ぜ合わせる。
3春巻きの皮を広げ、2の具をのせ水で溶いた
小麦粉を塗って止める。
4揚げ油を熱し、春巻きを入れカリッとなるまで
５分ほど揚げ、茹でたブロッコリーとトマトを添
えて盛りつける。

dヨーグルトバナナケーキ
材料（４人分）▷プレーンヨーグルト50g ▷ホットケ
ーキミックス100g ▷砂糖大１▷牛乳大２▷卵1/2
個▷サラダ油大１▷バナナ１本▷レモン汁小１
作り方
1ホットケーキミックスにヨーグルトを合わせ、牛
乳、砂糖、卵を加え混ぜ、油も加えてさらに混ぜる。
2バナナは１cm 幅の輪切りにし、レモン汁をふ
っておく。
3フライパンを中火で熱し、1を流し入れバナ
ナをのせる。弱火にし、焼き色がついたら裏返し3
〜4分焼く。

C エネルギー 173kcal ／たんぱく質10.0g ／脂質8.1g ／カ

ルシウム145mg ／塩分1g

d エネルギー 155kcal ／たんぱく質3.8g ／脂質3.5g ／カル

シウム53mg ／塩分0g

※前回のab と今回のCd の総エネルギー数は748kcal

稲敷市食生活改善推進員協議会の協力で、6回
にわたってヘルシー料理をご紹介していきます。
　正しい食生活は、 健康に過ごしていくうえで
の基本です。皆さんもこのレシピを参考にして
みてはいかがですか？
　紙面の都合上新利根支部の一食分の献立を、
前回と今回の二度に分けて紹介しました。
　次回は江戸崎支部のレシピです。お楽しみ
に！

食生活改善で
ヘルシーな毎日を！
＜ヘルスメイトからの提案＞
カルシウムをじょうずにとろう（その2）
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茨
城
県
母
親
大
会

９
月
16
日
開
催

「
第
47
回
茨
城
県
母
親
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。講
師
に
翻

訳
家
で
平
和
活
動
を
行
う
、
き

く
ち
ゆ
み
氏
を
招
い
て
「
平
和

と
環
境
を
守
る
た
め
に
私
に
で

き
る
こ
と
〜
ま
ず
は
知
る
こ
と

か
ら
〜
」
と
い
う
演
題
で
、
記

念
講
演
が
行
わ
れ
ま
す
。

▽
日
時
：
９
月
16
日（
日
）午
前

10
時
〜
午
後
４
時（
全
体
会
は
午

後
１
時
30
分
〜
）　
▽
場
所
：
県

立
友
部
高
等
学
校（
笠
間
市
大
田

町
３
５
２
︲
１
５
）
☎
０
２
９
６

︲
７
７
︲
７
６
７
６　
▽
そ
の

他
：
ス
リ
ッ
パ
を
持
参
く
だ
さ

い
／
資
料
代
１
０
０
０
円
／
保

育
有
り（
保
険
、弁
当
付
き
）８
０

０
円

●
茨
城
県
母
親
大
会
実
行
委
員

会
☎
０
２
９
︲
８
２
４
︲
８
９

４
９ウ

ォ
ー
ク

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

県
自
然
歩
道
利
用
促
進
協
議
会

で
は
、「
第
26
回
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ａ

Ｋ
Ｉ
ウ
ォ
ー
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
を
開
催
。常
陸
大
宮
市
内

の
約
12
km
の
コ
ー
ス
を
歩
き
ま

す
。歩
く
こ
と
は
、
環
境
に
や

さ
し
く
心
身
の
健
康
を
増
進
し

ま
す
。自
然
や
文
化
と
の
ふ
れ

あ
い
を
通
じ
て
、
自
然
保
護
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

▽
日
時
：
10
月
21
日（
日
）午
前

８
時
30
分
〜
午
後
３
時　
▽
場

所
：
御
前
山
総
合
支
所
（
常
陸

大
宮
市
野
口
３
１
９
５
）
※
現
地

集
合　

▽
申
込
：
10
月
15
日

（
月
）ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
に
必
要

事
項（
①
住
所　
②
氏
名（
フ
リ
ガ

ナ
）　
③
年
齢　
④
電
話
番
号
）
を

明
記
し
て
県
環
境
政
策
課
へ
申

し
込
む
。電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

も
可
。ま
た
、
市
商
工
観
光
課

で
も
受
け
付
け　

▽
必
要
な

物
：
①
昼
食　
②
水
筒　
③
雨

具　
④
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
な
ど

▽
開
催
有
無
：
ラ
ジ
オ
茨
城
放

送（
水
戸
＝
１
１
９
７
ｋ
Ｈ
ｚ
、土

浦
＝
１
４
５
８
ｋ
Ｈ
ｚ
）
で
、
当

日
の
午
前
５
時
59
分
と
６
時
29

分
に
放
送

●
茨
城
県
環
境
政
策
課
／
〒
３

１
０
︲
８
５
５
５
／
水
戸
市
笠

原
町
９
７
８
︲
６
／
☎
０
２
９

︲
３
０
１
︲
２
９
４
６
fax
０
２

９
︲
３
０
１
︲
２
９
４
９
／

HPhttp://w
w

w
.pref.

ibaraki.jp/kankyo/

●
稲
敷
市
商
工
観
光
課
（
東
庁

舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２

０
０
０（
内
線
５
２
０
９
）

美
浦
養
護
学
校

秋
の
運
動
会

第
15
回
美
浦
養
護
学
校
運
動
会

を
開
催
し
ま
す
。一
生
懸
命
、

練
習
に
励
む
子
ど
も
達
の
成
果

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。ま
た
、
当

日
は
一
般
の
方
が
子
ど
も
達
と

一
緒
に
参
加
で
き
る
種
目
も
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。皆
さ
ま
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時
：
９
月
29
日（
土
）午
前

９
時
20
分
〜
※
雨
天
は
翌
日

●
茨
城
県
立
美
浦
養
護
学
校

（
稲
敷
郡
美
浦
村
土
屋
笹
山
３
１
２

７
）
☎
０
２
９
︲
８
８
５
︲
４

１
６
６
／
HPhttp://w

w
w

.
m

iho-sh.ed.jp/

男ひ
と
と
女ひ
と
の
一
行
詩
＆

イ
ラ
ス
ト
作
品
募
集

龍
ケ
崎
市
で
は
、
男
女
共
同
参

画
を
身
近
な
こ
と
と
し
て
考
え

よ
う
と
、
男
女
平
等
へ
の
思
い

な
ど
を
詠
ん
だ
一
行
詩
と
、
共

同
参
画
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
イ
ラ

ス
ト
を
募
集
し
ま
す
。

▽
応
募
方
法
：
作
品
に
必
要
事

項
（
①
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）　
②
住

所　

③
年
齢　

④
職
業　

⑤
電
話

番
号
）
を
明
記
し
て
龍
ケ
崎
市

市
民
協
働
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ

い　
▽
規
格
：
一
行
詩
の
部
＝

40
字
以
内
の
作
品
を
、
は
が
き
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
／

イ
ラ
ス
ト
の
部
＝
は
が
き
大
の

サ
イ
ズ
。手
法
は
自
由
。作
品

の
説
明
を
50
字
以
内
で　
※
作

品
は
、
未
発
表
の
も
の
／
一
人

何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す　
▽

締
切
：
９
月
14
日
（
金
）（
当
日

の
消
印
有
効
）　

▽
作
品
の
取

扱
：
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ

ん
／
著
作
権
は
龍
ケ
崎
市
に
帰

属
し
ま
す

●
龍
ケ
崎
市
市
民
協
働
課
／
〒

３
０
１
︲
８
６
１
１
／
龍
ケ
崎

市
３
７
１
０
／
☎
０
２
９
７
︲

６
４
︲
１
１
１
１（
内
線
３
８
２

／
３
８
３
）
fax
０
２
９
７
︲
６

０
︲
１
５
８
３
／
Ｅ
メ
ー
ル

kyoudou@
city.

ryugasaki.ibaraki.jp

稲
敷
広
域

職
員
募
集

平
成
19
年
度
職
員
採
用
試
験

（
20
年
度
採
用
）を
行
い
ま
す
。

▽
試
験
日
時
：
10
月
14
日（
日
）

午
前
9
時
〜　
▽
試
験
場
所
：

龍
ケ
崎
消
防
署　

▽
採
用
予

定
：
消
防
吏
員
、
若
干
名　
▽

受
付
期
間
：
８
月
28
日（
火
）〜

９
月
20
日（
木
）平
日
、
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

●
稲
敷
地
方
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合
消
防
本
部
総
務
課
（
龍

ケ
崎
市
３
５
７
１
番
地
の
１
）
☎

０
２
９
７
︲
６
４
︲
３
７
４
３

特
別
慰
労
品
を

贈
呈
し
ま
す

恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑
留

者
、
引
揚
者
の
ご
本
人
に
、
あ

ら
た
め
て
内
閣
総
理
大
臣
名
の

「
特
別
慰
労
品
」
を
贈
呈
し
て

い
ま
す
。（
過
去
に
総
理
大
臣
名

の
書
状
な
ど
を
受
け
た
方
も
対
象
）
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▽
請
求
書
：
市
社
会
福
祉
課
、

各
総
合
窓
口
課
に
あ
り

●（
独
）平
和
祈
念
事
業
特
別
基

金
☎
０
１
２
０
︲
２
３
４
︲
９

３
３（
平
日
、午
前
９
時
15
分
〜
午

後
５
時
15
分
）
HPhttp://w

w
w

.
heiw

a.go.jp/
認
知
症
予
防

フ
ォ
ー
ラ
ム
と
養
成
研
修

県
で
は
、
昨
年
よ
り
毎
年
９
月

を
「
茨
城
県
認
知
症
を
知
る
月

間
」
と
し
て
、
認
知
症
に
対
す

る
正
し
い
理
解
へ
の
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。県
民
が
認

知
症
に
つ
い
て
理
解
し
、
認
知

症
高
齢
者
と
そ
の
介
護
家
族
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
県

で
は
次
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

認
知
症
予
防
フ
ォ
ー
ラ
ム

精
神
科
医
師
に
よ
る
認
知
症
医

療
の
正
し
い
知
識
に
つ
い
て
の

講
演
会

▽
日
時
：
９
月
29
日（
土
）　
▽

場
所
：
県
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ

ー
（
水
戸
市
笠
原
町
４
８
９
︲
４
）

　
▽
申
込
：
県
長
寿
福
祉
課
へ

問
い
合
せ

認
知
症
介
護
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養

成
研
修

認
知
症
介
護
に
た
ず
さ
わ
る
専

門
知
識
を
持
つ
方
を
対
象
に
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
育
成
講
座

の
講
師
と
な
る
人
材
を
育
成
し

ま
す
。

▽
日
時
：
９
月
19
日（
水
）　
▽

場
所
：
つ
く
ば
研
究
支
援
セ
ン

タ
ー
（
つ
く
ば
市
千
現
２
︲
１
︲

６
）　

▽
申
込
：
県
長
寿
福
祉

課
へ
問
い
合
せ
。参
加
に
は
要

件
あ
り

●（
社
）茨
城
県
医
師
会
☎
０
２

９
︲
２
４
１
︲
８
４
４
６

●
茨
城
県
長
寿
福
祉
課
☎
０
２

９
︲
３
０
１
︲
３
３
２
６

ひ
き
こ
も
り
講
演
会

10
月
２
日
開
催

竜
ヶ
崎
保
健
所
で
は
、
ひ
き
こ

も
り
に
関
す
る
正
し
い
知
識
と

対
応
方
法
を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
、
爽
風
会
佐
々
木
病
院
・
斉

藤
環
医
師
に
よ
る
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。悩
ん
で
い
る
ご
家

族
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。参
加
無
料
で
す
。

▽
日
時
：
10
月
２
日（
火
）午
後

１
時
〜
４
時
（
受
付
＝
12
時
30
分

〜
）　

▽
場
所
：
守
谷
市
中
央

公
民
館
（
守
谷
市
百
合
ケ
丘
２
︲

２
５
４
０
︲
１
）　
▽
申
込
：
竜

ヶ
崎
保
健
所
へ
９
月
21
日（
金
）

ま
で
に
申
し
込
む（
定
員
４
０
０

人
で
締
切
）

●
茨
城
県
竜
ヶ
崎
保
健
所
☎
０

２
９
７
︲
６
２
︲
２
３
６
７

全
国
一
斉

司
法
書
士
法
律
相
談

茨
城
司
法
書
士
会
で
は
、
10
月

１
日
の
法
の
日
に
ち
な
ん
で

「
全
国
一
斉
司
法
書
士
法
律
相

談
」
を
開
催
し
ま
す
。債
務
整

理
の
相
談
や
、相
続
、贈
与
、会

社
設
立
な
ど
の
登
記
相
談
、
裁

判
事
務
の
相
談
な
ど
を
受
け
付

け
ま
す
。無
料
で
す
。

▽
日
時
：
10
月
６
日（
土
）午
前

10
時
〜
午
後
３
時　
▽
場
所
：

土
浦
会
場
＝
土
浦
市
亀
城
プ
ラ

ザ
（
土
浦
市
中
央
２
丁
目
16
番
４

号
）
／
つ
く
ば
会
場
＝
つ
く
ば

市
商
工
会
桜
出
張
所
（
つ
く
ば

市
東
岡
４
４
１
番
地
１
）
／
竜
ヶ

崎
会
場
＝
龍
ケ
崎
市
文
化
会
館

（
龍
ケ
崎
市
馴
馬
町
２
６
１
２
番

地
）

●
茨
城
司
法
書
士
会
（
水
戸
市

五
軒
町
１
丁
目
３
番
16
号
）
☎
０

２
９
︲
２
２
５
︲
０
１
１
１

法
テ
ラ
ス
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
「
法

テ
ラ
ス
」
で
は
、
法
的
ト
ラ
ブ

ル
を
抱
え
て
困
っ
て
い
る
方
に
、

最
適
な
相
談
窓
口
や
、
法
制
度

に
関
す
る
情
報
提
供
な
ど
、
紛

争
解
決
に
役
立
つ
情
報
を
無
料

で
提
供
し
て
い
ま
す
。

●
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー

「
法
テ
ラ
ス
」
☎
０
５
７
０
︲
０

７
８
３
７
４
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

／
☎
０
３
︲
６
７
４
５
︲
５
６

０
０（
Ｐ
Ｈ
Ｓ
、
IP
電
話
か
ら
）HP 

http://w
w

w
.houterasu.

or.jp/秋
季
テ
ニ
ス
大
会

10
月
21
日
開
催

市
硬
式
テ
ニ
ス
連
盟
（
市
体
育

協
会
加
盟
）
で
は「
秋
季
テ
ニ
ス

大
会
」を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
：
10
月
21
日（
日
）予
備

日
28
日
（
日
）
午
前
９
時
開
会

（
受
付
８
時
30
分
〜
／
※
態
度
決
定

７
時
）　

▽
場
所
：
桜
川
総
合

運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト　
▽

種
目
：
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス　

▽
試
合
：
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
、

コ
ン
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
有
り　
▽

参
加
資
格
：
オ
ー
プ
ン
（
一
般

の
方
）
32
ペ
ア
募
集　
▽
参
加

料
：
１
ペ
ア
２
０
０
０
円
（
当

日
）　

▽
申
込
：
江
戸
崎
体
育

館
へ
フ
ァ
ッ
ク
ス（
fax
０
２
９
︲

８
９
２
︲
８
６
６
２
）
で
、
９
月

12
日（
水
）〜
10
月
12
日（
金
）（
午

後
４
時
必
着
）
に
申
し
込
む
。用

紙
に
「
稲
敷
市
秋
季
テ
ニ
ス
大

会
申
し
込
み
」
と
記
入
し
、
必

要
事
項
（
①
ペ
ア
氏
名　
②
電
話

番
号　
③
所
属
ク
ラ
ブ
名
）
を
明

記　
※
ド
ロ
ー
会
議
10
月
13
日

（
土
）会
議
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
に

は
参
加
料
が
必
要

●
稲
敷
市
体
育
協
会
硬
式
テ
ニ

ス
連
盟
・
矢
崎
☎
０
２
９
︲
８

９
３
︲
０
７
３
３

記
事
の
訂
正

広
報
稲
敷
８
月
号
Ｐ
15
に
掲
載

し
た
、「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
茨

城
２
０
０
７
観
覧
者
募
集
」
に

つ
い
て
訂
正
が
あ
り
ま
す
。

▽
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ
の
出
場
者

に
伊
藤
由
奈
と
あ
る
の
を
、
美

勇
伝（
石
川
梨
華
、
三
好
絵
梨
香
、

岡
田
唯
）と
し
ま
す
。
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9月はありません
犬猫引取 9月の納税
9月はありません

●稲敷市生活環境課
tel.029-894-2327（直通）

▪法律相談・心配ごと相談・行政相談・人権相談
月日	 	 相談種類	 会場
9月6日（木） 　、　、　 ふれあいセンター
9月13日（木） 　、　、　 江戸崎公民館
9月18日（火） 　  江戸崎庁舎
9月19日（水） 　  桜川庁舎（旧庁舎）

9月20日（木） 　、　、  桜川庁舎（旧庁舎）

9月27日（木） 　、　、　 東庁舎（分庁舎）

時間：　、　、　＝午後１時30分〜４時／　＝午後1時〜4時
　　法律相談　法律問題の相談に弁護士がお答えします。
電話でご予約ください。9月10日（月）・午前8時30分か
ら受付。定員は各会場6名です。
●稲敷市総務課tel.029-892-2000（内線2209）

　　心配ごと相談　日常生活の諸問題について相談に応じ
ます。電話でご予約ください。
●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711
　　行政相談　行政に関する相談を受け付けます。直接ご
来場ください。
●稲敷市総務課tel.029-892-2000（内線2209）

　　人権相談　人権に関する相談に、人権擁護委員などが
お答えします。
●稲敷市人権同和対策室tel.029-892-2000（内線3300）

▪交通事故相談
日時：10月17日（水）・午前10時から午後3時まで／会場：茨城
県稲敷合同庁舎
●県南地方交通事故相談所tel.029-823-1123
▪家庭教育相談
専門の相談員が、子育てに関する悩みにお答えします。
日時：9月6日（木）、20日（木）・午前10時〜午後4時／場所：各
公民館・生涯学習センター／申込：要予約（会場含め）／アドバイ
ザー：臨床心理士 森本純代先生

●稲敷市教育委員会生涯学習課tel.0297-87-3439（直通）

▪茨城子ども救急電話相談
子どもの急な病気の際に、看護師のアドバイスが受けられます。
平日の午後６時30分〜午後10時30分利用可能。
プッシュ回線の固定電話・携帯電話から＝tel. 局番なしの＃
8000 ／非プッシュ回線の固定電話・公衆電話から＝tel.029-254-
9900

名称 相談内容 相談員 所在地・電話番号 方法・受付

教育相談 いじめ、不登校、友人関係など児
童生徒に関する教育相談全般 市教育相談員 市教育相談室（新利根庁舎）

tel.0297-87-0121（直通）
面接・電話：月〜金
午前9時〜午後5時

スクールカウ
ンセリング

上記と同様な内容
※江戸崎中・新利根中以外の方も利用可

（市内小中学校に限る）。全て予約制のた
め事前にお問い合わせください

臨床心理に関し
専門的な知識・
経験を有したカ
ウンセラー

江戸崎中学校相談室
tel.029-892-3780（直通）

面接（予約）：火
午前9時〜午後5時

新利根中学校相談室
tel.0297-87-5033（直通）

面接（予約）：木
午前9時〜午後5時

家庭児童相談 養護、虐待、非行、育成、心身障害な
ど、乳幼児から児童に関する相談 市家庭相談員 市家庭児童相談室（新利根庁舎）

tel.0297-87-3247（内線3911）
面接・電話：月〜金
午前9時〜午後4時

▪ひとりで抱え込まないで!! いじめ・教育・児童福祉などの悩みにお応えします

▽子どもホットライン tel.029-221-8181（24時間受付　※午前零時〜9時は留守番電話）fax.029-302-2166　http://www.
edu.pref.ibaraki.jp/kodomo/top.htm　▽子どもの教育相談（面接・電話）茨城県教育研修センター内（笠間市平町1410）
tel.0296-78-2333（月・火・木・午前9時〜午後6時30分、水・金・午前9時〜午後4時30分）　▽生徒指導相談（面接・電話）県南教
育事務所内（土浦市真鍋5-17-26）tel.029-823-6770（火・木・金・午前9時〜午後6時30分、月・水・午前9時〜午後4時30分）　　
▽児童相談（面接・電話・訪問）茨城県土浦児童相談所（土浦市中高津2-10-50）tel.029-821-4595（月〜金・午前8時30分〜午後5
時15分）　▽人権相談（面接・電話）水戸地方法務局竜ケ崎支局（竜ヶ崎市2985）tel.0297-64-2607（月〜金・午前8時30分〜午
後5時）　▽茨城いのちの電話 tel.029-855-1000（毎日：24時間）・029-255-1000（毎日：午後1時〜8時）
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▪茨城県救急医療情報システム
休日や夜間に受診可能な医療機関が探せます。休日診療当番
医や小児科医による稲敷地域小児救急医療の情報もこちらで
確認できます。毎日24時間対応。
救急医療情報コントロールセンター＝tel.029-241-4199
救急医療情報システム＝ホームページhttp://www.qq.pref.
ibaraki.jp/ 、携帯サイトhttp://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
▷休日医療当番医　午前9時から午後4時まで
▷小児救急輪番制　月〜金　午後６時〜９時
 　　日曜　午前９時〜正午／正午〜午後３時
 　　※土曜・祝日は行っていません　
■稲敷市子育て支援センター「あいアイ」（ふれあいセンター内）
月〜金曜日（祝日を除く）／午前９時〜午後４時
遊びたい時、いつでも・だれでも来られる所が稲敷市子育て
支援センター「あいアイ」です。子育て相談も行っています。
お気軽にご利用ください。
　また、各地区で「あいアイ広場」も開催します。ご利用の場
合には２日前までに電話予約をしてお越しください。
■あいアイ広場　開催時間：午前10時半〜11時半
9月３日（月） 桜川保健センター／体をうごかしてあそぼう
9月６日（木） 東保健センター／おもちゃづくり
9月14日（金） 江戸崎保健センター／体をうごかしてあそぼう
9月21日（金） 東保健センター／体をうごかしてあそぼう
9月25日（火） あいアイ／誕生会（９月生まれ）

9月26日（水） あいアイ／体をうごかしてあそぼう
※対象は0〜3歳の子どもと保護者
※9月１0日（月）は子育て支援センターが休館となります。ご注
　意ください。
●稲敷市子育て支援センター「あいアイ」tel.0297-87-7070
▪園庭開放　活動時間：午前10時〜 12時 
保護者同伴の子どもたちに、保育所のお庭を開放します。 
▷江戸崎第2保育所 第1・3火曜日
▷桜川保育所  毎週水曜日

informationくらしと情報

発生件数：20（166）
　負傷者：26（207）
　　死者：0（３）
※7月1日〜31日
かっこ内は年累計

市の人口（常住人口） 交通事故件数
総人口：48,324人（3）
　　男：23,915人（8）
　　女：24,409人（-5）
世帯数：14,877戸（6）
※8月1日現在。（ ）は前月比

▪いなしき健康相談
医師が医療相談などに、24時間年中無休でお答えします。
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389
▪子育てカレンダー　活動時間：午前10時〜 11時30分
□子育て支援センター : 新利根つばさ保育園tel.090-2210-7355
9月4日（火） はいはい広場（はいはいの赤ちゃん）／ 15組
9月6日（木) 赤ちゃん広場（はいはい前の赤ちゃん）／ 15組
9月11日（火） サロンの日／どなたでも
9月13日（木） くまちゃん広場（２歳半〜）／ 15組
9月18日（火） 森林公園に行こう（雨天中止）／どなたでも
9月21日（金） うさちゃん広場（１歳半〜２歳半）／どなたでも
9月25日（火） えほんの広場（２歳〜）／ 15組
9月27日（木） りすちゃん広場（１歳〜１歳半）／ 15組
9月29日（土） つばさ保育園運動会（新利根体育館）／どなたでも
□子育て支援センター : 江戸崎保育園tel.090-3232-2680
9月5日（水） 子育て広場（０歳児）／ 15組
9月12日（水） 子育て広場／どなたでも
9月18日（火） 森林公園に行こう（雨天中止）／どなたでも
9月19日（水） 子育て広場／どなたでも
9月26日（水） 子育て広場／どなたでも
10月6日（土） 江戸崎保育園運動会（新利根体育館）／どなたでも
※新利根つばさ・江戸崎保育園合同開催
10月2日（火） 子育て運動会（江戸崎体育館）／どなたでも

稲敷市地域交流スペース
特別養護老人ホーム水郷荘３階　tel.0299-79-2319
教室名 日時
陶芸教室（予約制） 火・木曜＝午後1時〜／日曜＝午前9時〜
囲碁教室 月曜 午後１時〜
カラオケ教室 火・土曜 午後１時30分〜
仏教講話 9月1日（土） 午前10時30分〜
太極拳教室 9月12日（水） 午後1時30分〜
生花教室 9月13日（木） 午後1時30分〜
ゆきちゃんの音楽会 9月21日（金） 午後2時〜
手話愛好会 9月21日（金） 午後7時〜
料理教室 9月24日（月） 午前10時〜
リハビリ体操教室 9月24日（月） 午後1時〜
絵手紙教室 9月26日（水） 午後1時30分〜
茶道教室 9月27日（木） 午前10時〜
梅さんの落語会 9月29日（土） 午後1時〜
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精神保健
内容：こころの健康、悩み、病気についてご相談ください／申込：予約制、ふれあいセンターへ申し込む
10月18日（木） こころの健康相談 午後1時30分〜 3時30分 江戸崎保健センター
10月25日（木） こころの健康相談 午後1時30分〜 3時30分 ふれあいセンター
10月25日（木） こころのリハビリ 午前10時〜 11時30分 ふれあいセンター

乳幼児予防接種
申込：予約制、ふれあいセンターへ申し込む／受付＝10月実施分は9月20日（木）〜
10月1日（月） 三種混合 午後1時30分〜 2時 東保健センター
10月2日（火） ポリオ 午後1時10分〜 40分 江戸崎保健センター
10月15日（月） 三種混合 午後1時10分〜 40分 江戸崎保健センター
10月19日（金） ポリオ 午後1時30分〜 2時 桜川保健センター

離乳食相談・住民健康相談
内容：保健師、栄養士が、赤ちゃんの離乳食や健康の相談にお答えします／申込：予約制、ふれあいセンターへ申し込む
10月15日（月） 午前10時〜11時 江戸崎保健センター

健診
地区健診

受付：午前10時〜 11時、午後1時30分〜 2時30分／申込：不要、大腸がん検診は事前に申し込みが必要／詳しくは「保
健行事予定表」（3月配布済み）を参照
10月19日（金） 午前＝清水新田団地センター 午後＝町田集落センター
10月22日（月） 午前＝市崎集落センター 午後＝幸田集落センター
10月23日（火） 午前＝第1区田園都市センター 午後＝伊佐部田園都市センター
10月24日（水） 午前＝結佐集落センター 午後＝阿波崎集落センター
10月25日（木） 午前＝西代集落センター 午後＝本新婦人ホーム
10月26日（金） 午前・午後＝東保健センター 
婦人科検診

申込：予約制。ふれあいセンターへ申し込む／受付＝9月25日（火）〜 27日（木）

10月31日（水）、11月1日（木）、2日（金）、5日（月） 正午〜 東保健センター

健診予約
予約期間にふれあいセンターへ申し込む。受付時間：午前8時30分〜午後5時15分／詳しくは「保健行事予定表」（3月

配布済み）を参照
総合健診

申込：予約制。ふれあいセンターへ申し込む。実施日の受付時間は午前7時、8時、9時、10時
予約：10月22日（月）〜 24日（水） 実施：12月2日（日） 会場：東保健センター

婦人科検診
申込：予約制。ふれあいセンターへ申し込む
予約：10月29日（月）〜 31日（水） 実施：12月10日（月）、11日（火）、12日（水） 会場：桜川保健センター

献血
10月4日（木） 午前9時30分〜 11時30分 稲敷市役所新利根庁舎
10月4日（木） 午後1時30分〜 3時30分 下太田工業団地（メタルテック㈱）
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●稲敷市健康増進課ふれあいセンター tel.0297-87-6111（直通）

保健センター

エストが太くなった方、検診で血圧、
血糖値、中性脂肪などがちょっと高め
だった方など、ぜひご参加ください。

　　　メタボリックシンドローム
　　　　　予防講演会を開催します

▽日時：10月24日（水）午後2時30
分〜　▽場所：あずま生涯学習センタ
ー研修室　▽申込：健康増進課へ電話
で申し込む。10月19日（金）まで。定
員60人で締め切り
●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター）

tel.0297-87-6111（直通）

村山内科クリニック（牛久市）の村山耕
子先生を講師に「メタボリックシンド
ローム予防講演会」を開催します。ウ

健診の目的は？
病気の予防、発見、治療に役立てます。
健康だと思っても知らないうちに病気
が進行していることがあります。症状
が出ないうちに早期発見し、早期に治
療しましょう。

健診の効果は？

検査結果から気をつけなくてはならな
い点がわかります。生活習慣を見直し、
病気にならないよう気をつけることが
できます。

健診の活用
自分の体に関心を持ち、自分にあった
運動習慣、食習慣を取り入れ、積極的
に健康づくりに生かしてください。

　　　各種健診が始まっています！
　　　　　病気の早期発見にお役立てください

要再検査だったら？
もし、検査結果が「要再検査」や「要精
密検査」だったら、迷わずに医療機関
で受診しましょう。

☆
健康診断で病気がわかるわけではあり
ません。病気の兆候症状を大まかにふ
るい分けるためのものです。最終的に
は医療機関、主治医の診断になります。
　年に1回は健康診断を受け、疾病の
早期発見、早期治療に役立ててくださ
い。

成人男性の２人に１人といわれるメタ
ボリックシンドローム。国では、平成
27年度までに糖尿病などの生活習慣
病有病者とその予備軍を25％減少さ
せることを目標に掲げています。

　このメタボリックの予防、解消のた
めに、平成20年４月から医療保険者
は40〜74歳の被保険者と被扶養者
の「特定健診」を行うことが義務付け
られます。また、その健診の結果に基

　　　メタボリックシンドローム撲滅
　　　　　特定健診、特定保健指導が来年4月から

づいて、とくにメタボリックシンドロ
ームの危険性が高い人には、医師、保
健師、管理栄養士などの専門職による

「特定保健指導」が行われます。
　市ではこの制度に備え、健診の受け
付け時に、加入している健康保険組合
などの確認をしています。健診をお受
けになる際には、健康保険証をお持ち
くださるようお願いします。
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生涯学習
●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎）tel.0297-87-3439（直通）

み町中央運動公園（群馬県）で行われる
北関東ゲートボール選手権大会に出場
します。

文化協会総会開催
市文化協会総会が6月23日江戸崎公
民館で開催されました。総会には会員
約400名が参加し、今年度の運営など
について話し合われました。また、総
会後にはカラオケや踊りなど各団体に
よるステージイベントが披露され、多
数の方々で賑わいました。

　　　生涯学習の話題
　　　　　大会結果など

空手県大会で
水飼晴稀さん2位に！
全日本空手道連盟主催の少年少女空手
道選手権大会県大会が5月27日、水
戸市武道館で行われました。市内から
出場した、水飼晴稀さん（福田）小学5
年女子有段の部「形」で見事2位に輝
きました。また、水飼さんは、8月5日
に東京武道館で行われた全国大会に出
場し、ベスト16入りを果たしました。

北関東ゲートボール大会出場
第21回北関東ゲートボール選手権大
会県南予選会が6月2日つくば科学万
博記念公園で行われ、前田信行さん（沼

田台）、舛谷とみ子さん（沼田台）、北川
勝江さん（新利根新宿）、増田榮さん（堀

川）、山崎隆起さん（沼田台）、森川森男
（桑山）さんのチームが見事6戦6勝で
優勝しました。6人は、9月にみなか

子ども会スポーツ大会
第3回稲敷市スポーツ大会が、7月7
日新利根総合運動公園で開催され、
1059人が参加しました。1・2年生は
綱引き、3・4年生5・6年生はそれぞ
れドッジボールを行いました。子ども
達は父兄たちの応援を受け、精一杯の
プレーをし、スポーツの楽しさを改め
て実感した一日となりました。

大会結果
▽ドッジボールA（5、6年生の部）：優
勝＝沼里地区子ども会②、準優勝＝あ
ずま西地区子ども会②、第3位＝太田
地区子ども会①／あずま南地区子ども
会②　▽ドッジボールB（3、4年生の

部）：優勝＝高田地区子ども会①、準優
勝＝あずま西地区子ども会①、第3位
＝鳩崎地区子ども会①／あずま西地区
子ども会②　▽つなひき（1、2年生の

部）：優勝＝阿波地区子ども会②、準優
勝＝あずま西地区子ども会②、第3位
＝鳩崎地区子ども会／江戸崎地区子ど
も会①
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 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111、検索：opac.city.inashiki.lg.jp
 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-4110
 ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書だより

図書カレンダー9月

市立図書館休館日＝■
	 日	 月	 火	 水	 木	 金	 土
	 	 	 	 	 	 	 1
 2	 3 4 5 6 7 8
 9 10 11 12 13 14	 15
 16 17 18 19 20 21 22
 23 24 25 26 27 28	 29
 30
江戸崎図書室
毎週月曜日、9月17日（月）〜28
日（金）休室
新利根・桜川図書室
毎週月曜日、9月1日（土）〜14
日（金）、18日（火）、25日（火）休室
■開館（室）時間：午前9時〜午後
５時、※図書館は水曜日のみ午前
11時〜午後7時

江戸崎図書室

休室9月17日〜28日
蔵書点検のため休室します。ご協力を
お願いします。
▽休室日：9月17日（月）〜 28日（金）

貸出し点数を増やします
下記の期間は貸出し点数を増やしま
す。ぜひご利用ください。（江戸崎公民館

のみ）

▽9月1日（土）〜16日（日）本＝1人
10冊まで　▽9月9日（日）〜16日（日）

ビデオ、CD 、DVD ＝1人6点まで

ました」（絵本）ほか　▽日時：9月23
日（日）午前10時30分〜

9月の展示
子どもたちを守ってみせる！！
夏休みが終わり2学期が始まります。
秋は学校行事が多くあり、こどもたち
の帰りの時間が遅くなりがちです。あ
らためて防犯教育への関心が高まりま
す。自分を守る方法を子どもといっし
ょに考えてみませんか？

新着図書
「博士の本棚」小川洋子、「小沢昭一座
談2」小沢昭一、「黒」柳美里、「川の光」
松浦寿輝、「寡黙なる巨人」多田富雄、

「楊令伝2」北方謙三、「映画篇」金城一
紀、「木漏れ日に泳ぐ魚」恩田陸、「一瞬
でいい」唯川恵、「「綺麗な人」と言われ
るようになったのは、四十歳を過ぎて
からでした」林真理子

市立図書館

休館日のおしらせ
9月1日（土）〜14日（金）
蔵書点検のため休館します。利用者の
皆さまには大変ご迷惑をおかけします
が、ご協力をお願いします。

子ども映画会
▽題名：「ねこざかな」（他1話）　▽内
容：さかなの中にネコが入って仲良く
暮らしている！？そんな二人の奇想天
外なストーリー　原作：わたなべゆう
いち　▽日時：9月15日（土）、16日

（日）午後2時〜（上映時間23分）　▽申
込：当日、図書館カウンターへ申し込
む　▽定員：70人

おはなし会
ボランティアの方が、紙芝居や大型絵
本を読んでくれます。「ぐりとぐら」（大

型絵本）や、「おがわのおとをきいてい

新着図書（図書館）
「楽園　上・下」宮
部みゆき、「チン
ギス・ハン　1・2」
堺屋太一
※写真左から
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「
日
本
を
茶
に
し
て
き
た
か
蒸

気
船

た
っ
た
四
は
い
で
よ
る

も
寝
さ
さ
ん
」

　

こ
れ
が
狂
歌
で
す
。歌
の
意

味
は
、「
日
本
を
茶
化
し
に
来

た
か（
黒
船
の
）蒸
気
船（
茶
の
銘

柄
の「
上
喜
撰
」）。た
っ
た（
お
茶
）

四
杯
（
四
隻
の
船
）
で
、
夜
も
寝

さ
せ
な
い
こ
と
よ
）
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

狂
歌
は
、
伝
統
的
な
和
歌
に

対
し
て
言
葉
の
も
じ
り
な
ど
滑

稽
味
や
風
刺
を
取
り
入
れ
た
短

歌
で
す
。江
戸
時
代
後
期
の
安

永
・
天
明
（
一
七
七
二
〜
八
九
）

か
ら
大
政
奉
還
（
一
八
六
七
）
ぐ

ら
い
ま
で
、
江
戸
を
中
心
に
大

流
行
し
ま
し
た
。そ
し
て
稲
敷

地
方
に
も
霞
ヶ
浦
・
利
根
川
の

水
運
を
通
し
て
狂
歌
が
大
き
な

広
ま
り
を
み
せ
た
の
で
す
。

　

そ
の
中
心
と
な
っ
た
の
が
、

緑
樹
園
元
（
幹
）
有
（
〜
一
八
六

一
）
で
し
た
。本
名
は
小
林
平

七
郎
と
い
い
狂
歌
の
作
者
と
し

て
幹
有
ま
た
は
元
有
と
い
う
名

を
使
い
ま
し
た
。家
は
江
戸
崎

の
荒
宿
に
あ
り
、
釜
屋
と
い
う

屋
号
の
豪
商
の
跡
取
り
で
し
た
。

子
供
の
頃
か
ら
書
物
に
親
し
み
、

成
人
す
る
と
漢
詩
や
和
歌
を
詠

ん
だ
り
、
茶
道
や
生
け
花
も
楽

し
む
風
流
人
で
し
た
。釜
屋
は

江
戸
の
網
町
に
も
支
店
を
出
し

て
い
て
、
元
有
は
江
戸
と
の
往

復
の
中
で
、
狂
歌
と
出
会
っ
た

の
で
す
。師
匠
は
当
時
の
狂
歌

壇
で
有
名
な
宿や
ど

屋や

飯め
し

盛も
り

（
一
七

五
三
〜
一
八
三
〇
・
本
名
石い

し

川か
わ

雅ま
さ

望も
ち
・
国
学
者
・
宿
屋
を
営
む
・
六
樹

園
）
で
し
た
。元
有
は
た
ち
ま

ち
頭
角
を
現
し
、
判
者（
作
品
を

審
査
す
る
人
）ま
で
つ
と
め
る
よ

う
に
な
り
、
江
戸
狂
歌
壇
に
名

を
残
し
ま
し
た
。

　

元
有
は
江
戸
崎
で「
花
王
連
」

と
い
う
狂
歌
の
会
を
創
り
、
そ

の
門
下
生
は
稲
敷
市
全
域
と
そ

の
周
辺
に
ま
た
が
っ
て
い
て
、

さ
ら
に
は
鉾
田
や
北
浦
に
も
及

び
、
女
性
の
門
下
生
も
た
く
さ

ん
い
ま
し
た
。

　

さ
て
柳
生
四
郎
著
「
常
陸
・

下
総
の
狂
歌
・
上
」（
ふ
る
さ
と

文
庫
）に
よ
り
ま
す
と
、元
有
の

狂
歌
を
三
六
七
首
集
め
る
こ
と

が
で
き
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
中
か
ら
何
首
か
紹
介
し
ま

す
。

夕
立

「
夕
立
の
風
の
は
や
て
に
清き
よ

水み
ず

の

舞
台
の
う
へ
に
飛
び
あ
が

る
傘
」

̶

人
が
何
か
大
き
な
事
を
決
意

し
た
時
に
「
清
水
の
舞
台
か
ら

飛
び
降
り
る
気
持
ち
で
」
と
い

う
の
を
、
自
然
の
力
が
見
事
逆

に
し
て
し
ま
う
滑
稽
さ̶

材
の
浮
ん
で
い
る
木
場
で
う
な

ぎ
釣
り
を
し
て
い
る
人
。木
材

の
む
な
ぎ
と
む（
う
）な
ぎ
を
掛

け
た
軽
妙
さ̶

歳
暮

「
大
と
し
の
関
を
こ
さ
ん
と
か

け
と
り
に

そ
ら
な
き
を
す
る

人
ぞ
を
か
し
き
」

̶

年
末
に
借
金
取
り
が
来
た
が
、

う
そ
泣
き
を
し
て
何
と
か
や
り

過
ご
そ
う
と
す
る
庶
民
の
暮
ら

し
を
風
刺̶

　

元
有
は
、
幕
末
の
文
久
元
年

（
一
八
六
一
）
江
戸
で
亡
く
な
り
、

お
墓
が
江
戸
崎
の
瑞
祥
院
に
あ

り
ま
す
。早
く
に
妻
に
先
立
た

れ
た
元
有
で
し
た
が
、
商
家
の

旦
那
衆
に
よ
く
あ
る
遊
び
事
は

い
っ
さ
い
せ
ず
、
狂
歌
と
学
問

に
あ
け
く
れ
、
狂
歌
に
関
す
る

著
書
も
た
く
さ
ん
出
し
て
い
ま

す
。「
狂
歌
鯉
鱗
集
」「
安あ

那な

宇う

ふ
る
さ
と
探
訪
　
第
19
回

　
　
江
戸
崎
の

　
　
　
　
　
緑
樹
園
元
有
と
狂
歌

●
市
郷
土
資
料
調
査
委
員
・
菱
木
敏
子

能の

波は

奈な

」「
春
の
な
こ
り
」
な
ど

な
ど
。

　

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
厳

し
い
幕
藩
体
制
の
中
で
武
士
や

農
民
に
至
る
ま
で
身
分
を
問
わ

ず
、
こ
の
世
の
有
様
を
風
刺
や

皮
肉
を
込
め
て
表
現
で
き
る
狂

歌
の
存
在
は
、
少
な
く
と
も
当

時
の
民
衆
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
も

と
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

狂
名
（
作
者
名
）
も
、
面
つ
ら
の
か
わ皮
厚あ
つ

記き

、物も
の

具ぐ

斎さ
い

行こ
う

成せ
い

、波な
み

音お
と

高た
か
し、紀き
の

若わ
こ
う
ど人

（
江
戸
崎
）、
宇う

喜き

代よ

楽ら
く

住す
み

（
小
野
）、辺へ
た
の田
友と
も

有あ
り

、墨ぼ
く

指し

庵あ
ん

板ば
ん

書し
ょ（

柴
崎
）な
ど
人
を
食
っ
た
よ

う
な
名
前
が
多
く
あ
り
ま
す
。

参
考
文
献

柳
生
四
郎
著
「
常
陸
・
下
総
の

狂
歌
・
上
」
ふ
る
さ
と
文
庫
・

筑
波
書
房

「
図
録
稲
敷
・
北
相
馬
の
歴
史
」

郷
土
出
版
社

秋
釣

「
夏
痩
の
い
え
ぬ
に

秋
も
木
場
の
堀

む

な
ぎ
ふ
み
つ
ゝ
む
な

ぎ
釣
か
な
」

̶

夏
の
酷
暑
に
身
体

も
ま
い
っ
て
し
ま
い
、

精
を
つ
け
よ
う
と
木

●
歴
史
民
俗
資
料

館
☎
０
２
９
９
‐

７
９
‐
３
２
１
１

幹有が父のために建てた句
碑（瑞祥院）
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ar
ts
 a
nd
 li
te
ra
tu
re

稲
敷
文
芸

俳句

短歌

河
童
橋
ゆ
ら
り
万
緑
揺
ら
し
け
り 

岡
村
敏
子（
新
山
）

百
ま
で
と
願
う
白
寿
の
夏
座
敷 

中
條
や
い
子（
大
宿
）

七
夕
の
短
冊
溢
る
る
願
い
事 

栗
山
美
鈴（
田
宿
）

大
汗
や
岩
を
滴
る
水
を
飲
む 

幸
田
不
死
男（
荒
宿
）

緑
陰
に
吸
ひ
込
ま
れ
ゆ
く
美
術
館 

篠
田
啓
子（
新
山
）

梅
雨
寒
の
部
屋
散
ら
か
っ
て
お
り
に
け
り 

代
静（
犬
塚
）

凌
霄
の
落
花
踏
ま
ね
ば
通
ら
れ
ず 

金
野
み
ど
り（
小
角
）

日
の
暮
る
ゝ
一
花
ふ
わ
り
と
沙
羅
の
花 

青
木
富
喜
代（
月
出
里
）

音
ひ
と
つ
立
て
ず
梨
む
く
喪
の
こ
こ
ろ 

矢
口
由
里
子（
西
町
）

風
鈴
の
鳴
ら
ぬ
や
す
ら
ぎ
あ
り
に
け
り 

溝
口
民
城（
高
田
）

風
鈴
の
短
冊
古
り
て
か
す
れ
文
字 

根
本
京
子（
高
田
）

ト
マ
ト
熟
れ
そ
っ
と
手
を
そ
え
採
り
に
け
り 

福
本
き
み
え（
新
山
）

二
歳
児
の
指
に
触
れ
ず
に
青
蛙 
川
崎
典
雄（
鳩
崎
）

半
夏
生
職
場
に
若
き
娘
の
来
た
り 
山
口
須
美
子（
上
君
山
）

動
員
の
過
酷
さ
浮
ぶ
夾
竹
桃 

下
田
ま
さ
え（
月
出
里
）

青
芦
に
沈
み
釣
人
居
る
気
配 

小
林
寿
恵
王（
田
宿
）

青
田
今
最
高
級
の
じ
ゅ
う
た
ん
に 

大
久
保
晴
代（
古
渡
）

下
駄
の
孫
両
の
手
に
あ
り
村
祭
り 

矢
崎
健
一（
古
渡
）

大
青
田
そ
の
一
角
に
兄
の
田
も 

埜
口
信
子（
阿
波
）

や
ゝ
塩
の
き
き
し
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
酒
美
味
し 

松
田
雪
江（
須
賀
津
）

七
夕
や
折
り
紙
飾
り
の
裏
の
家 

松
田
敬
子（
岡
飯
出
）

夏
め
く
や
ば
っ
さ
り
髪
を
切
り
た
し
と 

飯
嶋
伊
津
子（
阿
波
）

宿
下
駄
の
ゆ
る
き
鼻
緒
の
梅
雨
じ
め
り 

鴻
野
の
ぶ
尾（
堀
之
内
）

露
天
商
並
び
賑
わ
う
街
と
な
り
祇
園
祭
り
は
梅
雨
空
を
消
す 

内
田
君
代（
沼
田
）

留
学
を
昔
洋
行
大
笑
い
祖
母
と
孫
と
の
へ
だ
た
り
感
ず 

鴻
野
ハ
ル
エ（
田
宿
）

子
ら
三
組
と
二
泊
三
日
の
伊
豆
の
旅
賑
わ
う
宴
こ
こ
ち
よ
く
聞
く 

小
嶋
ふ
く
江（
大
宿
）

「
泣
き
な
さ
い
笑
い
な
さ
い
」の
歌
流
れ
集
団
自
決
の
歴
史
消
さ
れ
ぬ 

根
本
冨
貴
子（
田
宿
）

あ
じ
さ
い
の
藍
の
花
毯
風
に
揺
れ
ゆ
ら
り
ゆ
ー
ら
り
黄よ

み泉
の
妻
呼
ぶ 

根
本
正
直（
門
前
）

夏
祭
り
揃
い
の
ゆ
か
た
若
い
衆
梅
雨
明
け
近
き
空
暮
れ
泥
む 

松
本
静
子（
西
町
）

す
か
し
百
合
鉄
砲
百
合
と
咲
き
継
い
で
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
の
香
り
に
浸
る 

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

は
じ
め
て
の
海
見
て
か
た
ま
る
娘
に
は
小
さ
な
一
歩
大
き
な
変
化 

山
本
彰
治（
高
田
）

桜
散
る
遠
き
昔
よ
畔あ
ぜ

道み
ち

に
亡は

は母
と
芹
つ
み
し
頃
の
な
つ
か
し 

坂
詰
よ
し
の（
柴
崎
）

わ
が
膝ひ
ざ

を
あ
た
た
め
く
れ
し
二
人
な
り
写
真
な
が
め
て
お
早
う
と
云
う 

川
村
と
み（
堀
川
）

初
孫
に
会
え
る
日
い
つ
も
楽
し
み
に
今
日
も
仕
事
に
心
は
ず
め
り 

椎
木
道
代（
柴
崎
）

日
の
丸
の
旗
を
振
り
つ
つ
征ゆ

く
兄
を
見
送
る
母
の
姿
忘
れ
ず 

篠
田
す
い（
下
太
田
）

保
育
園
に
行
く
児
の
声
や
紫
陽
花
の
花
の
向
こ
う
に
な
に
を
語
る
や
ら 

宮
渕
敏
江（
下
太
田
）

静
か
な
る
夏
の
光
に
つ
つ
ま
れ
て
庭
の
さ
つ
き
は
見
事
咲
き
た
り 

永
長
小
夜（
古
渡
）

供
花
す
る
と
て
英
断
で
芍
薬
を
切
る
や
地
球
が
こ
と
り
と
動
く 

矢
崎
健
一（
古
渡
）

病
室
に
見
下
ろ
す
丘
の
お
ち
こ
ち
に
連
獅
子
の
ご
と
揺
ら
ぐ
竹
叢む
ら 

諸
岡
ふ
じ
枝（
結
佐
）

む
す
ぼ
れ
る
心
か
か
え
て
夕
暮
れ
の
空
見
つ
め
お
り
出
口
探
し
て 

根
本
邦
子（
押
砂
）

真
昼
間
を
睡
蓮
の
朱
鮮
ら
け
く
咲
き
お
り
堀
の
濁
り
に
染
ま
ず 

柴
崎
文
子（
町
田
）

赤
あ
か
と
入
り
日
に
映
ゆ
る
墓
石
に
み
霊た
ま

ら
さ
な
が
ら
賑
わ
う
ご
と
し 

大
野
キ
ヌ（
清
久
島
）

喘
ぎ
つ
つ
座
敷
を
這
い
て
来
る
は
は
の
わ
れ
を
呼
ぶ
声
細
く
な
り
た
り 

黒
田
定
子（
下
須
田
）

さ
か
さ
ま
に
切
手
を
貼
り
し
ふ
る
さ
と
の
姉
の
手
紙
は
細
々
と
つ
づ
く 

山
根
三
千
人（
西
代
）

ふ
る
さ
と
の
椎
の
若
葉
の
盛
り
上
が
り
バ
ス
の
窓
よ
り
見
つ
つ
過
ぎ
ゆ
く 

諸
岡
静
江（
伊
佐
部
）

旋
回
し
成
田
へ
向
ふ
ジ
ャ
ン
ボ
機
の
尾
灯
の
閃ひ
か
り光
わ
が
眼
刺
す 

川
崎
保
之
助（
幸
田
）



編集後記　▽夏が違う。そう思いませんか？ 30℃を超える暑さが続き、セミが鳴き、高校野球が
テレビから……昔と変わらぬ夏なのにどこか違う。そういえば午後の入道雲を久しく見ていない。
もしかしたら環境が変わったのではなく、自分が空を見上げなくなっただけの話？（ｉ）　今月号
は早速cs3でつくってみましたよ。intel 用のアプリなので動きがキビキビしています。モニタ1
つでも作業しやすいように、パレットも工夫されています。これはイイと思いました。（G4出）
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ぶら〜り・稲敷　no.27　ポティロンの森

今年で9年目を迎える江戸崎農業公園
ポティロンの森。市内の数少ない観光
施設として、毎年たくさんのお客さん
が訪れています。ヨーロッパの農村風
景をイメージして造られた園内では、
広大な放牧場で楽しく自然や動物たち
とふれあえるフィールドです。他にも
街並みの散策や、ゴーカート、パター
ゴルフ場、体験教室などが楽しめ、ペ
ット（わんちゃん）とも一緒に入園もで
きます。イベントも毎月のようにあり、

かぼちゃフェアが行われたのも記憶に
新しいところ。9月には花火大会も予
定されています。詳しくはホームペー
ジ http://www.potiron-no-mori.com/
をご参照ください。
　また今回は、ポティロンの森から５
名の皆さんに素敵なプレゼントがあり
ます。ご応募をお待ちしています。
▽応募方法：はがきに必要事項（①郵便

番号　②住所　③氏名　④年齢　⑤電話番

号）を書いてご応募ください。▽応募

先： 〒 300-0595 ／
広報稲敷「ポティロン
の森プレゼント」係　
▽締切：9月19日（水）

消印有効　▽注意：応
募は1人1通／当選者
には通知

至新利根地区

至江戸崎商店街

至牛久市

江戸崎CC

君賀小学校

ポティロンの森

国道408号線
国
道
４
０
８
号
線至龍ケ崎市

ご意見を！　市民のみ
なさんのご意見、ご提
案を今後の編集に反映
していきたいと思いま
す。秘書広聴課まで。


